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ヨ
ナ
書

新
約
聖
書
と
旧
約
聖
書
を
結
ぶ
も
の

　
　
　
は
じ
め
に

　
ヨ
ナ
書
は
旧
約
聖
書
の
中
で
最
も
短
く
、
そ
の
内
容
も
お
と
ぎ
話

風
で
、
他
の
聖
書
諸
文
書
と
比
べ
て
軽
視
さ
れ
て
い
る
嫌
い
が
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
マ
タ
イ
福
音
書
一
二
3
9
1
4
1
に
は

「
3
9
…
…
悪
し
き
不
貞
な
£
9
蓉
≧
り
）
世
（
茶
て
纂
）
は
、
徴
を
探

し
求
め
る
が
、
預
言
者
ヨ
ナ
の
徴
以
外
に
は
、
そ
れ
に
は
、
徴
は
与

え
ら
れ
な
い
。
4
0
と
言
う
の
も
、
ヨ
ナ
は
海
の
怪
魚
（
息
8
り
）
の

腹
の
中
に
、
三
日
三
晩
い
た
が
、
そ
の
よ
う
に
、
人
の
子
は
大
地
の

内
部
（
款
§
動
蜀
　
心
）
に
三
日
三
晩
い
る
で
あ
ろ
う
。
4
ー
ニ
ネ
ベ

の
人
々
が
、
裁
き
の
際
に
、
こ
の
世
（
愚
曾
等
3
建
O
息
）
と
共
に

立
ち
上
が
っ
て
（
復
活
し
て
瓢
ミ
§
ミ
）
、
そ
れ
に
対
し
て
有
罪
の

判
決
を
下
す
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
は
、
ヨ
ナ
の
宣
教
（
息
建
謹
R
）
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
　
　
岐
　
　
健
　
　
治

直
面
し
て
悔
い
改
め
た
e
魯
ミ
象
e
）
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、

見
よ
、
ヨ
ナ
よ
り
も
偉
大
な
も
の
（
中
性
）
が
こ
こ
に
い
る
」
と
あ

る
（
ち
な
み
に
、
ヨ
ナ
書
で
は
ヨ
ナ
は
一
度
も
預
言
者
と
言
わ
れ
て

い
な
い
）
。
こ
れ
に
並
行
す
る
ル
カ
福
音
書
二
2
9
1
3
0
、
3
2
に
は

「
2
9
…
…
（
悪
し
き
こ
の
世
は
）
徴
を
探
し
求
め
る
が
、
ヨ
ナ
の
徴

以
外
に
は
、
そ
れ
に
は
、
徴
は
与
え
ら
れ
な
い
。
3
0
と
言
う
の
も
、

ヨ
ナ
が
ニ
ネ
ベ
の
人
々
に
対
し
て
徴
と
な
っ
た
よ
う
に
、
人
の
子
も

こ
の
世
に
対
し
て
（
同
様
に
徴
と
）
な
る
で
あ
ろ
う
。
…
…
3
2
ニ
ネ

ベ
の
人
々
が
、
裁
き
の
際
に
、
こ
の
世
と
共
に
立
ち
上
が
っ
て
（
復

活
し
て
）
、
そ
れ
に
対
し
て
有
罪
の
判
決
を
下
す
で
あ
ろ
う
。
彼
ら

は
、
ヨ
ナ
の
宣
教
に
直
面
し
て
悔
い
改
め
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、

見
よ
、
ヨ
ナ
よ
り
も
偉
大
な
も
の
が
こ
こ
に
い
る
」
と
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
両
福
音
書
の
記
述
（
一
般
に
Q
資
料
に
属
す
る
と
さ
れ
て
い
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新約聖書と旧約聖書を結ぶもの（21）　ヨナ書

る
）
に
照
ら
し
て
み
る
と
、
ヨ
ナ
（
書
）
は
、
新
約
聖
書
（
イ
エ

ス
）
を
理
解
す
る
上
で
、
重
要
な
位
置
を
占
め
る
の
で
は
な
い
か
と

予
感
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
ヨ
ナ
書
の
内
容
を
詳
し
く
検
討
し
、
そ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
取
り
、
そ
れ
と
新
約
聖
書
と
の
関
連
を
探
っ

て
み
た
い
。

　
ま
ず
は
じ
め
に
、
伝
統
的
な
ヨ
ナ
書
理
解
を
見
て
み
た
い
。
木
田

は
、
ヨ
ナ
書
は
「
ユ
ダ
ヤ
人
の
選
民
意
識
の
狭
さ
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に

批
判
し
た
興
味
深
い
作
品
で
あ
る
。
紀
元
前
五
世
紀
後
半
エ
ズ
ラ
、

ネ
ヘ
、
・
・
ヤ
に
よ
る
改
革
が
行
わ
れ
、
ユ
ダ
ヤ
教
団
の
戒
律
が
確
立
さ

れ
、
選
民
意
識
が
再
び
強
化
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
ペ
ル
シ
ア
時
代

の
比
較
的
寛
容
な
支
配
の
下
に
あ
っ
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
間
に
律
法
主

義
の
ゆ
え
に
、
異
邦
人
に
対
す
る
不
要
な
硬
直
化
を
生
む
面
が
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
ヨ
エ
ル
書
な
ど
に
も
依
然
と
し
て
、
…
…
諸
国
民

を
エ
ル
サ
レ
ム
に
集
め
て
滅
ぼ
し
尽
く
す
と
い
う
よ
う
な
預
言
が
繰

り
返
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
い
う
狭
さ
を
ヨ
ナ
書
の
著
者
は
風
刺
し
た
。

紀
元
前
四
世
紀
前
半
の
作
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
」
（
四
一

九
頁
）
。
こ
の
文
章
で
は
、
硬
直
化
し
た
選
民
意
識
と
律
法
主
義
が

一
体
の
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
ヨ
ナ
書
に
は
律

法
（
ト
ー
ラ
ー
）
の
問
題
は
、
全
く
出
て
こ
な
い
。
ヨ
エ
ル
書
と
の

関
係
に
つ
い
て
は
後
述
及
び
註
7
参
照
。
の
o
竃
器
＋
西
村
に
よ
れ

ば
、
ヨ
ナ
書
は
「
神
の
愛
は
選
ば
れ
た
民
に
限
ら
れ
な
い
、
と
い
う

教
説
を
述
べ
て
」
お
り
、
本
書
に
は
「
神
に
選
ば
れ
た
者
に
と
っ
て

神
の
命
令
に
従
順
で
あ
る
こ
と
が
い
か
に
難
し
い
か
と
い
う
テ
ー

マ
」
が
認
め
ら
れ
、
本
書
は
「
ユ
ダ
ヤ
教
の
不
寛
容
に
対
す
る
戦
闘

文
書
で
あ
る
。
神
の
愛
を
強
調
す
る
寛
大
に
、
既
に
〈
異
教
伝
道
〉

の
精
神
が
感
じ
取
ら
れ
る
」
。
鈴
木
は
、
ヨ
ナ
書
に
は
「
異
教
徒
が

悔
い
改
め
て
救
わ
れ
る
こ
と
に
対
す
る
ヨ
ナ
の
立
腹
と
い
う
主
題

（
選
民
思
想
へ
の
抵
抗
と
神
の
憐
れ
み
）
」
（
三
六
六
頁
）
が
あ
る
と

し
、
ヨ
ナ
書
は
「
イ
ス
ラ
エ
ル
以
外
の
民
に
対
す
る
神
ヤ
ハ
ウ
ェ
の

自
由
な
救
い
の
物
語
を
語
り
、
悔
い
改
め
る
者
へ
の
憐
れ
み
を
強
調

し
て
い
る
」
（
三
六
七
頁
）
と
記
す
。
西
村
に
よ
れ
ば
、
神
の

「
ダ
ー
バ
ー
ル
に
対
す
る
信
頼
が
欠
け
る
と
き
、
予
言
の
限
界
と
知

恵
の
限
界
が
分
離
し
た
形
で
あ
ら
わ
に
な
る
。
ヨ
ナ
書
に
は
そ
れ
が

鮮
明
な
形
で
示
さ
れ
る
。
…
…
こ
の
物
語
は
人
々
を
し
て
『
死
ん
だ

方
が
ま
し
だ
』
と
言
わ
し
め
る
様
な
時
代
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
存
在

の
理
由
が
疑
わ
れ
た
時
代
に
、
人
々
に
生
き
る
勇
気
を
与
え
た
物
語

で
あ
る
。
…
…
ヨ
ナ
書
は
、
生
き
る
意
味
の
問
い
が
産
ん
だ
物
語
で

あ
る
。
そ
し
て
そ
の
意
味
を
神
の
摂
理
と
し
て
受
け
取
り
、
神
の
言
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葉
の
歴
史
的
創
造
的
な
力
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
く
こ
と
を
問
う
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

神
の
作
品
な
の
で
あ
る
」
（
一
八
七
－
一
八
八
頁
）
。

　
筆
者
は
、
以
上
の
よ
う
な
従
来
の
ヨ
ナ
書
理
解
（
解
釈
）
は
、
ヨ

ナ
書
の
最
も
核
心
的
か
つ
革
新
的
な
部
分
に
ふ
れ
て
い
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
ヨ
ナ
書
の
本
文
に
沿
っ
て
、
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
読
み
取
る
こ
と
に
し
た
い
。
本
文
と
し
て
は
ω
＝
ω
（
ヘ
ブ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

語
）
と
N
凶
Φ
範
段
（
ギ
リ
シ
ア
語
昌
X
）
を
用
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L

　
　
　
　
　
二

　
ま
ず
始
め
に
、
ヨ
ナ
書
の
ヨ
ナ
と
、
列
王
紀
下
一
四
2
3
－
2
7
（
特

に
2
5
）
に
登
場
す
る
預
言
者
ヨ
ナ
と
の
関
係
に
注
目
し
た
い
。
両
者

共
に
「
ア
ミ
ッ
タ
イ
の
子
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
（
も
っ
と
も
、
列

王
紀
下
の
ヘ
ブ
ル
語
本
文
で
は
、
預
言
者
と
い
う
言
葉
が
ア
ミ
ッ
タ

イ
に
か
か
る
の
か
ヨ
ナ
に
か
か
る
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
ヨ
ナ
に
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

か
る
と
と
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
）
。
こ
の
両
者
に
つ
い
て
留
匹
霧

＋
西
村
は
「
こ
れ
は
名
前
だ
け
が
共
通
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
」
と
す
る
。
し
か
し
、
興
味
深
い
の
は
ヨ
セ
フ
ス
『
ユ

ダ
ヤ
古
代
誌
』
九
二
一
〇
五
－
二
一
四
の
記
事
で
は
、
列
王
紀
下
一

四
2
3
1
2
7
と
ヨ
ナ
書
と
が
ま
と
め
て
要
約
敷
術
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
（
ヨ
セ
フ
ス
の
記
述
と
旧
約
聖
書
の
記
述
と
の
比
較
は
興
味

深
い
問
題
で
あ
る
が
、
立
ち
入
る
余
裕
が
な
い
）
。
こ
こ
で
は
、
ヨ

セ
フ
ス
が
ヨ
ナ
が
逃
亡
を
は
か
っ
た
目
的
地
を
、
キ
リ
キ
ア
の
タ
ル

ソ
ス
と
明
記
し
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
（
ヨ
セ
フ
ス
は
『
ユ
ダ

ヤ
古
代
誌
』
一
・
一
二
七
で
、
ノ
ア
の
子
ヤ
ペ
テ
の
子
の
中
の
一
人

タ
ル
ソ
ス
が
、
自
分
の
支
配
す
る
民
を
タ
ル
セ
イ
ス
と
名
付
け
た
と

し
、
「
昔
キ
リ
キ
ア
は
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
た
」
と
付
記
し
て

（
3
）

い
る
）
。
筆
者
は
、
ヨ
セ
フ
ス
を
も
参
照
し
て
、
ヨ
ナ
書
の
ヨ
ナ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

列
王
紀
下
の
ヨ
ナ
の
、
一
種
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
列
王
紀
下
一
四
2
3
1
2
7
に
は
、
ヤ
ラ
ベ
ア
ム
ニ
世
と
い
う
北
王
国

イ
ス
ラ
エ
ル
の
王
（
在
位
前
七
八
七
－
七
四
七
）
の
こ
と
が
描
か
れ

て
い
る
。
ヤ
ラ
ベ
ア
ム
ニ
世
は
、
神
の
前
に
徹
底
的
に
悪
事
を
重
ね
、

罪
か
ら
全
く
離
れ
な
か
っ
た
、
と
記
さ
れ
て
お
り
、
当
然
悔
い
改
め

る
こ
と
も
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
治
世
は

四
一
年
（
イ
ス
ラ
エ
ル
の
王
の
中
で
は
最
長
）
も
の
長
き
に
わ
た
り
、

そ
の
間
に
イ
ス
ラ
エ
ル
の
領
土
は
非
常
に
拡
大
す
る
。
ち
な
み
に
彼

の
治
世
に
預
言
者
ア
モ
ス
と
ホ
セ
ア
が
登
場
し
て
王
の
治
世
を
批
判

し
て
い
る
。
「
彼
ら
は
｝
方
で
強
者
に
よ
る
弱
者
の
抑
圧
や
不
正
の

横
行
を
告
発
し
他
方
で
は
形
骸
化
し
た
礼
拝
や
異
教
的
要
素
の
蔓
延

を
糾
弾
し
、
神
の
避
け
難
い
審
判
を
告
知
し
た
（
ア
モ
四
ー
五
章
、

八
章
、
九
1
1
4
、
ホ
セ
四
－
五
章
、
七
－
八
章
、
　
一
〇
1
1
8
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（23）　ヨナ書一新約聖書と旧約聖書を結ぶもの

等
）
」
（
山
我
、
　
；
二
頁
）
。
こ
の
よ
う
な
悪
し
く
罪
深
き
王
が
、

こ
の
よ
う
に
長
い
治
世
を
恵
ま
れ
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
か
っ
て
な
い

繁
栄
を
謳
歌
し
た
。
こ
の
繁
栄
は
考
古
学
的
資
料
等
か
ら
も
裏
付
け

ら
れ
て
い
る
（
山
我
、
　
＝
二
〇
頁
）
。
こ
の
王
の
時
代
に
、
ア
ミ
ッ

タ
イ
の
子
ヨ
ナ
（
ガ
テ
ヘ
ペ
ル
出
身
）
が
登
場
す
る
。
そ
し
て
、
こ

の
よ
う
な
悪
王
に
対
し
て
、
神
が
豊
か
な
恵
を
お
与
え
に
な
る
、
と

い
う
こ
と
を
、
ヨ
ナ
は
預
言
し
、
そ
の
通
り
に
な
っ
た
と
、
列
王
紀

下
は
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
疑
問
を
抱
い
た
者
た
ち
が
い
た
。

一
人
は
歴
代
志
の
著
者
（
複
数
？
）
で
、
彼
は
資
料
と
し
て
用
い
た

列
王
紀
か
ら
こ
の
部
分
を
削
除
し
た
。
も
う
｝
人
は
、
ヨ
ナ
書
の
著

者
で
、
彼
は
ヨ
ナ
を
主
人
公
に
し
た
別
の
物
語
を
作
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
列
王
紀
（
申
命
記
的
歴
史
）
に
対
す
る
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
は

歴
代
志
に
対
し
て
も
、
痛
烈
な
批
判
を
展
開
し
た
。

　
さ
て
、
　
ア
ミ
ッ
タ
イ
（
ゴ
ロ
男
）
と
い
う
の
は
「
ヤ
ハ
ウ
ェ
は
真

実
（
信
実
）
で
あ
る
、
忠
実
で
あ
る
、
裏
切
ら
な
い
」
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
新
約
聖
書
の
言
葉
で
言
え
ば
蕊
9
あ
や
9
あ
る
い
は

§
a
g
q
恥
＆
の
に
当
た
る
。
次
い
で
、
ヨ
ナ
（
ヨ
ー
ナ
ー
コ
】
’
」
）
は

「
鳩
」
と
い
う
意
味
で
、
読
者
は
創
世
記
八
8
－
1
2
の
ノ
ア
の
鳩
を

連
想
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
場
合
、
そ
の
名
は
与
え
ら
れ
た
役

割
・
使
命
を
忠
実
に
果
た
す
者
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
伴
う
で
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
ホ
セ
ア
書
七
U
の
「
エ
フ
ラ
イ
ム
は
、
鳩
の
よ
う
に
、

愚
か
で
、
思
慮
が
な
い
。
エ
ジ
プ
ト
を
呼
び
求
め
、
ア
ッ
シ
リ
ア
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

行
く
」
（
鈴
木
訳
）
を
暗
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
ヨ
ナ
書
で
は
、
ヨ
ナ
に
対
し
て
神
は
「
立
ち
上
が
れ
、
そ

し
て
ニ
ネ
ベ
（
ア
ッ
シ
リ
ア
の
首
都
）
で
呼
ば
わ
れ
」
と
命
ず
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
X

ヘ
ブ
ル
語
で
は
、
立
ち
上
が
る
は
ク
ー
ム
（
9
型
皿
で
は
瓢
ミ
§
ー

ミ
。
本
稿
冒
頭
の
マ
タ
イ
一
二
4
1
”
ル
カ
一
一
3
2
参
照
）
、
呼
ば
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
は
カ
ー
ラ
ー
（
郭
」
「
、
X
で
は
§
忌
8
e
）
。
こ
れ
ら
は
ヨ
ナ
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

全
体
に
現
れ
る
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。
ヨ
ナ
は
神
の
命
令
に

反
し
て
、
立
ち
上
が
ら
な
い
で
、
下
へ
下
へ
と
降
っ
て
ゆ
く
。
三
節

で
ヨ
ナ
は
確
か
に
立
ち
上
が
る
が
、
そ
れ
は
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
前
か
ら
逃

げ
出
す
た
め
で
あ
る
。
（
立
ち
）
上
が
る
の
反
対
の
降
（
下
）
る
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヘ
ブ
ル
語
で
は
ヤ
ー
ラ
ー
ド
（
』
｛
、
X
で
は
き
貸
養
葛
p
電
e
）
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L

ヨ
ナ
は
ま
ず
ヨ
ッ
パ
（
ニ
ネ
ベ
と
は
反
対
の
西
方
）
ヘ
ヤ
ー
ラ
ー
ド

し
、
次
い
で
タ
ル
シ
シ
（
同
じ
く
西
方
）
行
き
の
船
に
ヤ
ー
ラ
ー
ド

す
る
（
邦
訳
で
は
船
に
「
乗
る
」
）
。
そ
し
て
、
嵐
に
な
る
と
、
さ
ら

に
船
の
下
の
方
、
奥
の
方
へ
と
ヤ
ー
ラ
ー
ド
す
る
（
五
節
）
。
こ
う

し
て
、
ひ
た
す
ら
下
り
続
け
て
つ
い
に
魚
の
腹
の
中
に
ま
で
下
り
、

海
の
底
に
ま
で
下
っ
て
い
く
。
カ
ー
ラ
ー
に
つ
い
て
は
後
述
参
照
。

　
も
う
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
神
に
対
す
る
恐
れ
（
ヤ
ー
ラ
i
、
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％
」
」
）
で
、
神
に
対
す
る
恐
れ
は
ほ
と
ん
ど
信
仰
と
同
義
的
で
あ
る

と
い
っ
て
よ
い
。
ヨ
ナ
書
｝
章
を
見
る
と
、
繰
り
返
し
神
を
恐
れ
て

い
る
の
は
、
異
邦
人
の
船
長
や
船
乗
り
た
ち
で
、
最
初
彼
ら
の
恐
れ

の
対
象
は
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
で
は
な
く
、
彼
ら
自
身
の
神
（
単
数
）
に
呼

び
（
叫
び
）
求
め
て
分
舅
阻
＆
＆
＆
e
、
マ
タ
イ
福
音
書
二
七
4
6

参
照
）
い
る
（
五
節
）
。
　
一
〇
節
で
は
「
非
常
に
恐
れ
」
と
よ
り
強

い
言
葉
で
表
現
さ
れ
（
漸
層
法
）
、
　
｝
四
節
で
彼
ら
は
ヤ
ハ
ウ
ェ
に

向
か
っ
て
叫
び
求
め
（
郭
」
「
1
1
響
＆
＆
e
）
、
｝
六
節
に
至
っ
て
異

邦
人
の
水
夫
た
ち
は
「
ヤ
ハ
ウ
ェ
を
非
常
に
恐
れ
た
」
と
さ
れ
、
異

邦
人
は
真
実
の
ヤ
ハ
ウ
ェ
崇
拝
へ
と
進
ん
で
行
く
。
そ
し
て
、
最
後

に
は
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
に
犠
牲
を
捧
げ
て
誓
い
を
立
て
（
一
六
節
）
、
こ

う
し
て
彼
ら
は
立
派
な
ヤ
ハ
ウ
ェ
崇
拝
者
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
過
程
で
、
ヨ
ナ
は
「
私
は
ヘ
ブ
ル
人
で
」
、
万

物
の
創
造
者
な
る
「
ヤ
ハ
ウ
ェ
を
恐
れ
る
者
だ
」
（
九
節
）
な
ど
と

言
い
な
が
ら
、
そ
の
後
の
展
開
を
見
る
と
、
彼
は
本
当
に
ヤ
ハ
ウ
ェ

を
恐
れ
て
は
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
一
1
2
の
「
私
に
は
分
か
っ
て
い
る
（
知
っ
て
い
る
）
」
（
ヤ
ー
ダ
ー
、

　
　
　
　

噂
』
」
、
X
で
は
へ
這
e
甦
）
も
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。
三
I

　
　
　
L

四
章
を
見
る
と
、
実
は
ヨ
ナ
に
は
何
も
「
分
か
っ
て
い
な
い
」
、

「
知
っ
て
い
な
い
」
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
さ
ら
に
皮
肉
な
こ
と

に
、
二
9
（
口
語
訳
聖
書
で
は
二
8
）
で
ヨ
ナ
は
「
空
し
い
偶
像
に

心
を
寄
せ
る
者
は
、
そ
の
真
の
忠
節
（
愛
、
ヘ
セ
ド
、
』
o
コ
）
を
捨

て
る
」
（
四
2
の
「
慈
し
み
深
い
」
（
ラ
ヴ
・
ヘ
セ
ド
）
参
照
）
と
、

偶
像
崇
拝
者
を
非
難
し
、
私
ヨ
ナ
は
彼
ら
と
は
違
い
「
あ
な
た
（
ヤ

ハ
ウ
ェ
）
に
犠
牲
を
捧
げ
、
私
の
誓
い
を
果
た
し
ま
し
ょ
う
」
（
二

10

口
語
訳
聖
書
で
は
二
9
）
）
と
未
完
了
形
（
こ
の
場
合
は
未
来

に
当
た
る
）
で
、
神
に
語
り
か
け
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
一
章
の

終
わ
り
で
、
水
夫
た
ち
に
つ
い
て
は
、
完
了
形
で
、
彼
ら
が
ヤ
ハ

ウ
ェ
を
恐
れ
て
犠
牲
を
捧
げ
、
誓
い
を
立
て
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る

の
に
対
し
て
、
ヨ
ナ
に
つ
い
て
は
未
完
了
形
で
神
へ
の
約
束
が
記
さ

れ
て
い
る
の
み
で
、
こ
の
約
束
・
誓
い
が
果
た
さ
れ
た
こ
と
が
明
記

さ
れ
て
い
な
い
ど
こ
ろ
か
、
三
、
四
章
の
内
容
は
、
そ
れ
と
は
全
く

逆
の
事
態
を
示
し
て
い
る
。

　
三
章
に
入
る
と
、
先
に
ふ
れ
た
カ
ー
ラ
i
（
呼
ば
わ
る
、
の
べ
伝

え
る
）
が
、
三
章
の
最
初
の
部
分
で
繰
り
返
し
現
れ
る
が
、
ヨ
ナ
を

主
語
と
し
た
用
例
は
四
節
の
一
回
だ
け
で
、
彼
は
や
む
お
得
ず
し
ぶ

し
ぶ
呼
ば
わ
り
叫
ぶ
（
［
図
図
ぎ
琶
言
q
ε
）
。
と
こ
ろ
が
、
三
章
の

短
い
物
語
の
中
で
、
ヨ
ナ
の
カ
ー
ラ
ー
を
受
け
た
ニ
ネ
ベ
の
人
々
は

断
食
を
カ
ー
ラ
ー
し
、
王
や
大
臣
も
布
告
を
出
し
て
、
繰
り
返
し

「
呼
ば
わ
り
」
「
ふ
れ
」
る
（
五
、
八
節
。
七
節
の
「
布
告
を
出
す
」
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は
「
野
U
い
×
×
ぎ
郵
忌
ミ
e
）
。
そ
し
て
王
は
王
座
か
ら
立
ち
上
が

る
（
ク
ー
ム
）
。
こ
の
よ
う
に
、
神
が
ヨ
ナ
に
命
じ
た
こ
と
を
、
ニ

ネ
ベ
の
人
々
が
次
々
と
実
行
す
る
。

　
そ
し
て
三
5
に
「
ニ
ネ
ベ
の
人
々
は
神
を
信
じ
た
」
と
あ
る
。
漠

然
と
し
た
恐
れ
が
、
こ
こ
で
も
（
水
夫
た
ち
の
場
合
と
同
様
）
信
仰

へ
と
進
ん
だ
の
で
あ
る
。
「
信
じ
た
」
と
い
う
の
は
ヘ
ブ
ル
語
で
は

ア
ー
マ
ー
ン
　
（
耐
駕
）
で
（
ア
ー
メ
ン
の
元
に
な
っ
て
い
る
言
葉
）

で
、
ア
、
・
・
ッ
タ
イ
と
同
じ
語
根
に
遡
る
語
で
あ
る
（
3
匿
o
旦
ψ

ε
。
前
述
の
よ
う
に
、
信
仰
告
白
の
言
葉
を
父
親
の
名
前
と
し
て

持
つ
、
信
仰
深
そ
う
な
人
物
が
、
実
際
に
は
ア
ー
マ
ー
ン
し
て
い
な

い
。
逆
に
、
（
水
夫
た
ち
や
）
ニ
ネ
ベ
の
人
々
が
ア
ー
マ
ー
ン
し
て

い
る
。
こ
の
言
葉
は
、
先
に
記
し
た
よ
う
に
、
新
約
聖
書
の
蕊
欝
り
、

ミ
q
融
の
、
ミ
9
＆
ε
に
つ
な
が
る
。

　
三
9
を
見
る
と
、
　
ニ
ネ
ベ
の
人
々
は
「
神
が
考
え
直
し
（
ロ
琶
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
図
図
ー
な
魯
ミ
象
e
）
、
思
い
直
し
て
下
さ
る
（
ロ
3
、
X
該
当
語
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

し
）
か
ど
う
か
、
そ
の
激
し
い
怒
り
か
ら
向
き
を
変
え
（
u
尊
、

［
図
図
聾
尋
ミ
8
慰
ε
）
、
我
々
を
滅
ぼ
さ
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
こ
と
を
、
誰
が
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
」
と
、
非
常
に
謙
遜
な
へ

り
く
だ
っ
た
信
仰
告
白
を
し
て
い
る
（
一
6
の
船
長
の
言
葉
、
一
1
4

の
水
夫
た
ち
の
言
葉
を
参
照
。
な
お
三
7
の
、
人
も
家
畜
も
牛
も
羊

も
断
食
を
す
る
、
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
は
ヨ
エ
ル
書
一
2
0
、
二
2
2
を
思

い
起
こ
さ
せ
る
。
ま
た
、
ヨ
エ
ル
書
二
1
4
の
、
神
が
立
ち
返
り
思
い

直
さ
れ
る
こ
と
を
、
「
誰
が
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
」
は
こ
こ
と
全

く
同
じ
ヘ
ブ
ル
語
で
あ
る
）
。
こ
の
よ
う
な
ニ
ネ
ベ
の
人
々
の
態
度

を
見
て
、
神
は
災
い
を
下
す
こ
と
を
思
い
返
す
。
列
王
紀
下
一
四
を

思
い
起
こ
す
と
、
ヤ
ラ
ベ
ア
ム
ニ
世
は
、
つ
い
に
悔
い
改
め
て
悪
か

ら
離
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
ニ
ネ
ベ
の
人
々
は
ヨ
ナ
の
言
葉
を
聞

い
て
悔
い
改
め
、
神
は
災
い
を
思
い
返
す
。
旧
約
聖
書
の
中
で
、
神

が
災
い
を
思
い
直
す
（
ナ
ー
ハ
ム
o
コ
u
）
と
い
う
表
現
は
、
エ
レ
ミ

ヤ
書
一
八
8
、
ヨ
エ
ル
書
二
1
3
、
1
4
、
ア
モ
ス
書
七
3
等
々
に
見
ら

れ
る
が
、
異
邦
人
に
対
し
て
災
い
を
思
い
返
す
と
言
わ
れ
る
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヨ
ナ
書
だ
け
で
あ
る
。
匪
の
鳶
魯
ミ
急
e
も
、
神
が
異
邦
人
に
対
し

て
災
い
を
「
思
い
直
す
」
と
い
う
用
例
は
ヨ
ナ
書
三
9
、
1
0
の
み
で

あ
る
。

　
四
章
に
入
る
と
、
こ
の
よ
う
に
神
が
災
い
を
思
い
返
し
た
の
を
見

て
、
ヨ
ナ
は
激
し
く
怒
る
。
四
2
に
は
「
あ
あ
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
よ
、
私

が
ま
だ
私
の
国
に
い
た
時
に
、
私
が
言
っ
た
の
は
こ
の
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
…
－
私
は
、
あ
な
た
が
情
け
深
く
憐
れ
み
に
富
む
神

で
、
怒
る
に
遅
く
慈
し
み
に
あ
ふ
れ
、
災
い
を
思
い
直
さ
れ
る

（
ロ
コ
u
、
［
×
×
1
1
な
魯
ミ
o
ε
）
方
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
で
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す
（
鴫
』
『
へ
這
e
マ
）
」
と
あ
る
（
鈴
木
訳
を
一
部
変
更
。
「
私
は
」

か
ら
「
思
い
直
さ
れ
る
」
ま
で
の
部
分
は
ヨ
エ
ル
書
二
1
3
と
酷
似
し

　
（
7
）

て
い
る
）
。
神
は
ヨ
ナ
が
（
偉
そ
う
に
）
「
知
っ
て
い
た
」
（
ヤ
ー

ダ
ー
）
と
主
張
す
る
通
り
に
な
さ
っ
た
の
に
、
ど
う
し
て
ヨ
ナ
は
こ

の
よ
う
に
激
し
く
怒
る
の
か
。
ヨ
ナ
は
そ
も
そ
も
何
を
「
知
っ
て
い

た
」
の
か
。
神
が
イ
ス
ラ
エ
ル
（
ユ
ダ
ヤ
民
族
）
に
対
し
て
恵
深
い

の
は
よ
い
け
れ
ど
も
、
異
邦
人
、
そ
れ
も
イ
ス
ラ
エ
ル
に
と
っ
て
不

倶
戴
天
の
敵
、
悪
名
高
き
、
神
の
眼
に
は
「
悪
の
枢
軸
」
と
写
っ
た

（一

）
ア
ッ
シ
リ
ア
の
ニ
ネ
ベ
の
民
に
対
し
て
神
が
恵
深
く
振
る

舞
う
の
を
、
ヨ
ナ
は
ど
う
し
て
も
許
す
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
理
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

す
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
あ
の
列
王
紀
下
一

四
章
の
預
言
者
ヨ
ナ
の
姿
が
パ
ロ
デ
ィ
ー
化
さ
れ
て
い
る
、
あ
る
い

は
、
そ
れ
を
批
判
し
て
い
る
、
と
考
え
る
こ
と
は
、
両
者
は
無
関
係

で
あ
る
と
考
え
る
よ
り
も
、
は
る
か
に
自
然
で
あ
ろ
う
。

　
こ
こ
ま
で
来
て
、
よ
う
や
く
真
相
が
明
ら
か
に
な
る
。
「
私
は

知
っ
て
い
る
（
い
た
）
」
と
い
う
ヨ
ナ
よ
り
も
、
「
誰
が
知
っ
て
い
る

だ
ろ
う
か
」
と
い
う
ニ
ネ
ベ
の
人
々
（
及
び
、
船
長
や
水
夫
た
ち
）

の
方
が
、
実
は
神
の
意
志
を
、
よ
り
正
し
く
よ
り
深
く
知
っ
て
お
り
、

神
の
意
志
に
沿
っ
て
行
動
し
て
い
る
（
一
6
、
1
4
参
照
）
。
「
私
は

知
っ
て
い
る
（
い
た
）
」
と
い
う
ヨ
ナ
は
、
神
は
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対

し
て
の
み
恵
深
く
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
、
非
常
に
偏
狭
で
、
自
分
勝

手
な
、
自
己
中
心
的
な
、
神
の
恵
の
理
解
、
実
は
無
理
解
、
に
留

ま
っ
て
い
る
。
四
章
の
「
と
う
ご
ま
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
は
、
神
の

自
由
な
意
志
、
人
間
の
眼
に
は
不
可
解
な
神
の
救
い
滅
ぼ
す
大
権
が
、

示
唆
さ
れ
て
い
る
（
後
述
マ
タ
イ
福
音
書
二
〇
1
5
、
及
び
、
旧
約
外

典
ユ
デ
ィ
ト
書
八
n
1
1
6
参
照
。
後
者
で
は
、
神
の
全
き
自
由
と
、

そ
れ
に
対
す
る
人
間
の
全
き
信
頼
が
説
か
れ
て
い
る
）
。
「
知
っ
て
い

る
」
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
ヨ
ナ
の
激
し
い
怒
り
は

正
し
い
の
か
（
四
3
「
私
に
は
生
き
る
よ
り
も
死
ぬ
方
が
ま
し
だ
」

（
ニ
ネ
ベ
が
滅
び
な
か
っ
た
か
ら
）
、
8
、
9
「
し
か
り
、
私
は
死
ぬ

ほ
ど
怒
っ
て
い
る
」
（
と
う
ご
ま
が
滅
び
た
か
ら
）
）
、
と
い
う
こ
と

が
、
四
章
の
神
と
ヨ
ナ
と
の
対
話
の
中
で
問
わ
れ
、
答
え
は
提
示
さ

れ
て
い
な
い
。
ヨ
ナ
書
は
、
ヨ
ナ
に
対
す
る
叱
責
を
含
む
、
神
の
疑

問
の
言
葉
（
四
H
）
で
終
わ
る
。
「
私
は
、
こ
の
大
き
な
町
ニ
ネ
ベ

を
惜
し
ま
な
い
で
お
れ
よ
う
か
？
」
。
読
者
に
自
ら
答
え
の
探
求
を

求
め
る
こ
の
修
辞
疑
問
に
お
い
て
、
神
は
自
ら
の
憐
れ
み
の
主
権
を

強
調
し
、
こ
の
世
と
関
わ
る
神
の
行
動
の
、
人
間
の
理
性
で
理
解
可

能
な
首
尾
一
貫
性
を
探
求
す
る
可
能
性
を
打
ち
崩
す
　
（
9
巴
堕
戸

一
〇
〇
〇
）
。
こ
こ
に
は
、
ニ
ネ
ベ
に
は
遅
れ
を
と
っ
た
も
の
の
、
ヨ
ナ
に

代
表
さ
れ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
救
い
に
対
す
る
希
望
が
、
暗
示
さ
れ
て
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い
る
。

　
ヨ
ナ
書
は
疑
問
文
で
終
わ
っ
て
い
る
が
、
同
じ
ア
ヅ
シ
リ
ア
を

テ
ー
マ
に
し
て
、
旧
約
聖
書
の
中
で
（
新
旧
約
聖
書
全
体
を
通
じ
て

も
）
も
う
一
つ
だ
け
、
疑
問
文
で
終
わ
っ
て
い
る
書
物
が
あ
る
。
そ

れ
は
ナ
ホ
ム
書
で
あ
る
。
ナ
ホ
ム
書
は
、
ア
ッ
シ
リ
ア
が
い
か
に
悪

い
こ
と
ば
か
り
し
て
き
た
か
を
、
縷
々
述
べ
た
後
、
最
後
に
、
ア
ッ

シ
リ
ア
の
滅
亡
を
望
み
予
言
し
つ
つ
、
ア
ッ
シ
リ
ア
か
ら
苦
し
め
ら

れ
な
か
っ
た
民
族
が
あ
る
だ
ろ
う
か
、
と
疑
問
文
で
締
め
く
く
ら
れ

て
い
る
（
三
1
9
）
。
ナ
ホ
ム
書
は
ア
ッ
シ
リ
ア
が
滅
亡
す
る
（
前
六

〇
九
年
）
少
し
前
に
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
ヨ
ナ
書

よ
り
も
何
百
年
も
前
の
書
物
で
あ
る
。
ヨ
ナ
書
は
こ
れ
を
意
識
し
な

が
ら
、
同
じ
疑
問
文
で
全
体
を
締
め
く
く
っ
て
い
る
。
そ
し
て
ナ
ホ

ム
書
と
は
全
く
逆
の
こ
と
を
、
読
者
よ
悟
れ
と
い
う
形
で
、
我
々
に

提
示
し
て
い
る
。
一
言
で
言
え
ば
、
ヨ
ナ
書
の
中
心
的
主
題
は
、
逆

転
で
あ
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
（
選
民
）
と
異
邦
人
（
非
選
民
）
の
逆
転

で
あ
り
、
異
邦
人
の
中
に
こ
そ
真
の
ヤ
ハ
ウ
ェ
信
仰
が
認
め
ら
れ
、

彼
ら
こ
そ
が
イ
ス
ラ
エ
ル
に
と
っ
て
手
本
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
意

味
で
の
逆
転
で
あ
り
、
神
の
全
き
自
由
が
引
き
起
こ
す
逆
転
で
あ
る
。

（
創
世
記
二
〇
章
参
照
）
。

三

　
ヨ
ナ
書
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
正
確
な
と
こ
ろ
は
分
か
ら
な

い
が
、
「
前
五
世
紀
の
中
葉
か
ら
四
世
紀
の
始
ま
り
ま
で
の
間
と
想

定
す
れ
ば
、
大
き
く
外
れ
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
」
（
鈴
木
、
三

六
七
頁
）
。
　
ヨ
ナ
書
と
新
約
聖
書
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
か
。
　
ヨ

ナ
書
か
ら
新
約
聖
書
に
至
る
ま
で
の
間
に
は
、
初
期
ユ
ダ
ヤ
教
の
世

界
に
お
け
る
、
数
百
年
の
思
想
的
発
展
が
あ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ

こ
で
は
、
許
さ
れ
た
紙
幅
の
関
係
か
ら
、
そ
の
点
に
は
立
ち
入
ら
ず
、

と
り
あ
え
ず
、
ヨ
ナ
書
と
新
約
聖
書
と
の
間
に
認
め
ら
れ
る
関
連
を

考
え
て
み
た
い
。
ヨ
ナ
書
に
は
、
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
思
想
、
初
期
ユ

ダ
ヤ
教
思
想
、
新
約
聖
書
思
想
、
こ
れ
ら
全
体
を
貫
く
、
非
常
に
重

要
な
、
基
本
的
な
考
え
方
が
提
示
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ま
す
、
ヨ
ナ
書
の
ギ
リ
シ
ア
語
訳
（
X
）
を
見
る
と
、
そ
こ
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L

新
約
聖
書
に
お
い
て
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
さ
恵
8
e
（
宣

教
す
る
）
と
息
建
蓑
R
（
宣
教
、
宣
教
の
内
容
）
と
い
う
二
つ
の
ギ

リ
シ
ア
語
が
現
れ
る
。
既
に
「
二
」
で
見
た
よ
う
に
、
こ
の
二
つ
の

ギ
リ
シ
ア
語
が
「
呼
ば
わ
れ
」
と
い
う
意
味
の
ヘ
ブ
ル
語
力
ー
ラ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
訳
語
と
し
て
、
ヨ
ナ
書
の
X
の
中
で
何
箇
所
か
に
出
て
く
る
（
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L

2
、
三
2
、
4
、
5
。
三
7
の
ヘ
ブ
ル
語
は
「
旨
）
。
§
忌
q
q
e
は
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ヨ
ナ
書
の
専
売
で
は
な
い
。
X
の
全
用
例
二
九
の
内
五
例
が
ヨ
ナ
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L

に
現
れ
る
（
新
約
聖
書
の
用
例
は
六
〇
）
。
し
か
し
、
後
で
見
る
よ

う
に
、
思
想
的
に
も
新
約
聖
書
と
こ
れ
だ
け
密
接
な
関
連
を
持
っ
た
、

し
か
も
極
め
て
短
い
書
物
の
中
で
、
繰
り
返
し
き
ぎ
言
§
が
現
れ

る
こ
と
は
、
注
目
さ
れ
る
。
息
建
蓑
R
（
三
2
）
は
双
の
中
で
さ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L

に
稀
な
言
葉
で
、
全
四
例
中
一
例
が
ヨ
ナ
書
に
現
れ
る
（
新
約
聖
書

の
用
例
は
八
）
。

　
新
約
聖
書
の
中
に
は
、
ヨ
ナ
書
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
あ
る
い
は
精
神
を

受
け
継
い
で
い
る
と
思
わ
れ
る
言
葉
が
、
い
く
つ
か
認
め
ら
れ
る
。

マ
タ
イ
福
音
書
一
二
3
9
1
4
1
と
ル
カ
福
音
書
一
一
2
9
1
3
0
、
3
2
に
つ

い
て
は
、
本
稿
冒
頭
で
言
及
し
た
。
付
言
す
れ
ば
、
マ
ル
コ
福
音
書

八
H
1
1
2
に
は
「
1
2
…
…
ま
こ
と
に
私
は
あ
な
た
方
に
言
う
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

世
に
は
徴
は
決
し
て
与
え
ら
れ
な
い
」
と
あ
り
、
こ
れ
が
ユ
ダ
ヤ
人

に
よ
る
イ
エ
ス
拒
絶
の
文
脈
の
中
に
置
か
れ
て
い
る
（
o
一
国
阜

≦
胃
房
も
」
8
）
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
な
お
新
約
聖
書
の
引
用
は

ネ
ス
ト
レ
2
7
版
に
よ
る
私
訳
で
あ
る
。

　
マ
タ
イ
福
音
書
二
〇
1
1
1
6
。
紙
幅
の
都
合
で
全
体
の
引
用
は
省

く
が
、
長
時
間
ぶ
ど
う
園
で
働
い
た
人
々
は
イ
ス
ラ
エ
ル
（
ユ
ダ
ヤ

人
）
で
、
最
後
に
来
て
一
時
間
し
か
働
か
な
か
っ
た
の
は
、
異
邦
人

で
あ
り
（
鼻
切
Φ
震
ρ
P
僻
9
）
、
八
節
に
よ
れ
ば
、
賃
金
の
支
払
い

は
最
後
に
来
た
者
た
ち
か
ら
始
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
た
と
え
は
「
1
5

私
が
目
分
の
物
を
自
分
が
し
た
い
よ
う
に
す
る
の
は
、
当
た
り
前
で

は
な
い
か
。
そ
れ
と
も
、
私
が
善
い
者
（
黙
養
象
の
）
な
の
で
、
あ

な
た
の
眼
が
悪
い
（
§
ミ
忌
の
）
の
か
。
1
6
こ
の
よ
う
に
、
最
後
の

者
た
ち
は
最
初
に
な
り
、
最
初
の
者
た
ち
は
最
後
に
な
る
」
と
締
め

く
く
ら
れ
る
。
「
眼
が
悪
い
」
は
「
物
惜
し
み
す
る
」
「
け
ち
、
貧
欲

で
あ
る
」
「
ね
た
む
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
「
善
い
者
」
は
「
気
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

の
い
い
、
寛
大
な
」
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
な
お
一
六
節
の
み
、

マ
ル
コ
福
音
書
一
〇
3
1
と
ル
カ
福
音
書
＝
二
3
0
に
並
行
を
見
出
す
。

　
マ
タ
イ
福
音
書
一
八
1
2
－
1
4
“
ル
カ
福
音
書
一
五
4
1
7
（
＋

1
0
）
一
マ
タ
イ
一
八
「
1
2
…
：
も
し
も
あ
る
人
に
百
匹
の
羊
が
あ
っ

て
、
そ
れ
ら
の
中
の
］
匹
が
迷
い
出
た
な
ら
ば
、
九
九
匹
を
山
に
放

棄
し
て
、
そ
の
迷
い
出
た
も
の
を
探
し
に
出
て
ゆ
か
な
い
だ
ろ
う
か
。

13

し
て
も
し
も
そ
れ
を
発
見
し
た
な
ら
ば
、
…
…
彼
は
迷
い
出
な

か
っ
た
九
九
匹
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
の
（
羊
の
）
こ
と
を
喜
ぶ
で
あ

ろ
う
。
1
4
こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
小
さ
な
者
た
ち
の
一
人
が
滅
び

る
こ
と
は
、
天
に
い
る
あ
な
た
方
の
父
の
御
前
に
お
け
る
意
志
で
は

な
い
」
。
ル
カ
一
五
「
4
あ
な
た
方
の
中
の
あ
る
人
が
百
匹
の
羊
を

持
っ
て
い
て
、
そ
の
中
の
一
匹
を
失
っ
た
（
滅
ぼ
し
た
）
な
ら
ば
、

九
九
匹
を
荒
野
に
残
し
て
、
そ
の
失
わ
れ
た
（
滅
び
た
）
も
の
の
た
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め
に
、
そ
れ
を
見
出
す
ま
で
歩
き
回
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。
5
そ
し
て

発
見
し
た
ら
、
喜
ん
で
、
（
そ
れ
を
）
自
分
の
両
肩
に
の
せ
、
6
そ

し
て
家
に
帰
る
と
、
友
人
た
ち
や
隣
人
た
ち
を
呼
び
集
め
て
「
私
と

一
緒
に
喜
ん
で
下
さ
い
、
失
っ
た
（
滅
ん
だ
）
私
の
羊
を
み
つ
け
ま

し
た
か
ら
』
と
言
う
。
7
…
…
こ
の
よ
う
に
、
悔
い
改
め
を
必
要
と

し
な
い
九
九
人
の
こ
と
よ
り
も
、
一
人
の
悔
い
改
め
た
罪
人
の
こ
と

で
、
天
に
お
い
て
喜
び
が
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。
…
…
1
0
－
…
↓
人
の

悔
い
改
め
た
罪
人
の
こ
と
で
、
神
の
天
使
た
ち
の
前
に
、
喜
び
が
生

ず
る
」
。
ル
カ
で
は
社
会
の
除
け
者
に
対
す
る
神
の
配
慮
が
語
ら
れ

て
お
り
、
ま
た
失
わ
れ
た
も
の
の
発
見
の
喜
び
の
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
、

一
五
8
1
1
0
（
見
失
っ
た
一
枚
の
銀
貨
の
た
と
え
）
、
H
1
3
2
（
放

蕩
息
子
の
た
と
え
）
と
並
べ
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ル
カ
に
現
れ

る
「
悔
い
改
め
」
£
爪
蝕
ξ
ミ
）
は
ヨ
ナ
書
に
現
れ
な
い
が
、
動
詞

　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蕪
d
ミ
象
e
は
三
9
　
1
0
、
四
2
に
現
れ
る
（
X
の
全
用
例
は
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L

四
）
。
ま
た
「
失
う
（
滅
び
る
）
」
（
幽
＆
ζ
長
h
）
は
ヨ
ナ
書
一
6
、

1
4
、
三
9
、
四
1
0
に
現
れ
る
。
な
お
こ
の
箇
所
は
エ
ゼ
キ
エ
ル
書
一

八
2
1
1
2
4
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
同
二
三
節
「
主
な
る
ヤ
ハ
ウ
ェ
は

言
う
、
『
私
は
、
悪
人
の
死
で
は
な
く
、
む
し
ろ
彼
が
そ
の
道
か
ら

立
ち
返
っ
て
生
き
る
こ
と
を
、
喜
ぶ
の
で
は
な
い
か
』
」
。

　
マ
タ
イ
福
音
書
二
二
l
1
1
4
1
ー
ル
カ
福
音
書
一
四
1
6
1
2
4
。
紙
幅

の
都
合
で
引
用
は
省
略
す
る
が
、
大
宴
会
に
招
か
れ
て
い
た
者
た
ち

が
次
々
と
言
い
訳
を
言
っ
て
出
席
を
断
っ
た
の
で
、
宴
会
の
主
催
者

は
お
よ
そ
宴
会
に
出
席
す
る
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
者
た
ち
を
無
理
矢

理
ひ
っ
ぱ
っ
て
く
る
。
マ
タ
イ
ニ
ニ
7
に
は
、
主
催
者
（
王
）
の
僕

た
ち
を
殺
し
た
被
招
待
者
た
ち
に
「
軍
隊
を
送
っ
て
滅
ぼ
し
、
彼
ら

の
町
を
焼
き
払
っ
た
」
と
あ
り
、
二
二
1
4
で
は
「
呼
び
招
か
れ
た
者

は
多
い
が
、
選
ば
れ
る
者
は
少
な
い
」
と
、
ル
カ
一
四
2
4
で
は
「
呼

び
招
か
れ
た
あ
れ
ら
の
者
た
ち
の
誰
一
人
と
し
て
私
の
宴
会
に
参
加

し
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
締
め
く
く
ら
れ
る
。
逆
転
以
外
の
何
物
で
も

な
い
で
あ
ろ
う
。

　
マ
タ
イ
福
音
書
八
1
0
以
下
”
ル
カ
福
音
書
七
9
＋
＝
一
一
2
8
1
3
0
一

マ
タ
イ
八
1
0
－
1
2
「
－
o
…
…
ま
こ
と
に
私
は
あ
な
た
方
に
言
う
、
イ

ス
ラ
エ
ル
の
中
の
誰
に
も
、
私
は
こ
れ
程
の
信
仰
を
見
出
さ
な
か
っ

た
。
1
1
そ
こ
で
、
私
は
あ
な
た
方
に
言
う
が
、
多
く
の
人
々
が
東
か

ら
西
か
ら
や
っ
て
来
て
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
、
イ
サ
ク
、
ヤ
コ
ブ
と
共
に
、

天
の
王
国
で
宴
席
に
着
く
で
あ
ろ
う
。
1
2
し
か
し
、
王
国
の
子
ら
は

外
の
闇
の
中
へ
と
放
り
出
さ
れ
、
そ
こ
で
泣
き
叫
ん
だ
り
、
歯
が
み

を
し
た
り
す
る
で
あ
ろ
う
」
。
こ
れ
ら
を
受
け
る
形
で
、
マ
タ
イ
福

音
書
は
結
尾
部
に
お
い
て
、
「
1
8
…
…
私
に
は
、
天
に
お
い
て
、
ま

た
地
上
に
お
い
て
、
全
き
（
す
べ
て
の
）
権
威
が
与
え
ら
れ
た
。
1
9

197



一橋論叢　第130巻　第3号　平成15年（2003年）9月号　（30）

そ
こ
で
あ
な
た
方
は
、
行
っ
て
す
べ
て
の
異
邦
人
（
諸
国
民
）
（
愚
・

§
貸
鈷
窒
§
）
を
弟
子
と
せ
よ
…
…
」
（
二
八
1
8
1
1
9
）
と
、
福
音

が
異
邦
人
へ
と
向
か
う
こ
と
を
明
言
す
る
。
信
仰
概
念
は
「
異
邦
人

に
対
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
宗
教
的
特
権
を
無
効
に
す
る
」
（
小
河
・

三
四
〇
頁
）
。
使
徒
行
伝
二
八
2
5
1
2
8
（
結
尾
部
）
も
ま
た
、
福
音

が
ユ
ダ
ヤ
人
に
は
理
解
さ
れ
ず
、
異
邦
人
へ
と
向
か
う
こ
と
を
明
言

す
る
。

　
ロ
マ
書
二
1
7
1
2
4
、
2
8
1
2
9
「
1
7
も
し
も
あ
な
た
が
自
ら
ユ
ダ
ヤ

人
と
称
し
、
法
（
卜
ー
ラ
ー
）
を
頼
り
に
し
、
神
を
誇
り
、
1
8
（
神

の
）
意
志
を
知
り
、
法
に
教
え
ら
れ
て
重
要
（
本
質
的
）
な
事
柄
を

正
し
く
判
断
し
、
　
1
9
1
2
0
あ
な
た
が
法
の
中
に
知
識
と
真
理
の
具
体

的
な
形
を
持
っ
て
い
る
故
に
、
あ
な
た
自
身
を
眼
の
不
自
由
な
人
た

ち
の
導
き
手
、
闇
の
中
に
あ
る
者
た
ち
の
光
、
無
思
慮
な
者
た
ち
の

教
師
、
幼
子
た
ち
の
先
生
、
と
確
信
し
て
い
る
の
な
ら
、
2
1
他
人
を

教
え
て
自
分
自
身
を
教
え
な
い
の
か
。
盗
ん
で
は
い
け
な
い
と
の
べ

伝
え
て
（
～
き
言
q
e
）
、
あ
な
た
は
盗
む
の
か
。
　
2
2
姦
淫
し
て
は
い

け
な
い
と
語
り
な
が
ら
、
あ
な
た
は
姦
淫
す
る
の
か
。
偶
像
を
嫌
悪

し
な
が
ら
、
あ
な
た
は
神
殿
か
ら
掠
奪
す
る
の
か
。
2
3
法
を
誇
り
に

し
て
い
る
あ
な
た
が
、
法
に
対
す
る
違
反
を
行
っ
て
、
神
を
辱
め
て

い
る
の
か
。
2
4
（
旧
約
聖
書
に
）
書
か
れ
て
い
る
通
り
、
『
実
際
神

の
名
は
、
お
前
た
ち
の
ゆ
え
に
、
異
邦
人
（
諸
民
族
）
の
間
で
冒
漬

　
　
　
（
1
1
）

さ
れ
て
い
る
』
」
、
「
2
8
と
言
う
の
も
、
眼
に
明
ら
か
に
そ
う
と
分
か

る
ユ
ダ
ヤ
人
が
（
真
の
）
ユ
ダ
ヤ
人
で
は
な
く
、
眼
に
明
ら
か
に
そ

う
と
分
か
る
肉
に
刻
ま
れ
た
割
礼
が
（
真
の
）
割
礼
で
は
な
く
、
2
9

隠
れ
た
姿
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
（
真
の
）
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
り
、
文
字
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

な
く
霊
に
お
け
る
心
の
割
礼
が
（
真
の
）
割
礼
で
あ
る
。
そ
の
人
の

受
け
る
称
賛
は
、
人
々
か
ら
で
は
な
く
、
神
か
ら
与
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
」
。

　
ロ
マ
書
三
2
9
1
3
0
「
2
9
そ
れ
と
も
、
神
は
ユ
ダ
ヤ
人
だ
け
の
も
の

だ
ろ
う
か
。
異
邦
人
（
諸
民
族
）
の
も
の
で
も
な
い
か
。
し
か
り
、

異
邦
人
（
諸
民
族
）
の
も
の
で
も
あ
る
、
3
0
本
当
に
神
は
唯
一
な
の

　
（
1
3
）

だ
か
ら
。
神
は
割
礼
（
を
受
け
た
者
）
を
信
仰
に
よ
っ
て
義
と
し
、

無
割
礼
（
の
者
）
を
信
仰
に
よ
っ
て
義
と
な
さ
る
の
で
あ
る
」
。

　
ロ
マ
書
九
3
0
1
3
2
「
3
0
…
…
義
を
追
い
求
め
な
か
っ
た
異
邦
人

（
諸
国
民
）
が
、
義
、
信
仰
に
よ
る
義
、
を
手
に
入
れ
た
が
、
3
ー
イ

ス
ラ
エ
ル
は
義
の
法
（
ト
ー
ラ
i
）
を
追
い
求
め
な
が
ら
、
法
に
達

し
な
か
っ
た
。
3
2
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
彼
ら
が
信
仰
に
基
づ
か
な
い
で
、

（
あ
た
か
も
）
行
い
に
基
ず
く
（
か
の
）
よ
う
に
（
そ
れ
を
追
い
求

め
た
）
か
ら
で
あ
る
」
。
同
一
〇
3
「
な
ぜ
な
ら
、
彼
ら
（
ユ
ダ
ヤ

人
た
ち
）
は
神
の
義
を
知
ら
ず
、
自
分
自
身
の
［
義
を
」
立
て
よ
う
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と
熱
望
し
、
神
の
義
に
従
わ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
」
。
同
一
一
7

「
…
…
イ
ス
ラ
エ
ル
は
、
熱
心
に
追
い
求
め
て
い
た
も
の
を
獲
得
し

な
か
っ
た
。
し
か
る
に
、
選
ば
れ
た
人
々
（
非
ユ
ダ
ヤ
人
で
、
キ
リ

ス
ト
を
信
じ
た
者
た
ち
）
は
そ
れ
を
獲
得
し
た
」
。
こ
れ
ら
の
パ
ウ

ロ
の
章
句
に
は
、
明
確
に
逆
転
の
思
想
が
認
め
ら
れ
る
。
ロ
マ
書
一

一
2
5
1
2
6
「
2
5
…
…
イ
ス
ラ
エ
ル
の
｝
部
分
が
か
た
く
な
に
な
っ
た

（
あ
る
い
は
、
さ
れ
た
）
の
は
、
完
全
な
数
（
蔦
書
e
な
R
）
の
異
邦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

人
が
（
神
の
国
あ
る
い
は
生
命
の
）
中
へ
と
入
る
ま
で
で
あ
る
。
2
6

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
全
イ
ス
ラ
エ
ル
は
救
わ
れ
る
で
あ
ろ

う
…
…
」
。
パ
ウ
ロ
は
、
選
民
イ
ス
ラ
エ
ル
が
先
に
救
わ
れ
、
そ
の

後
で
異
邦
人
も
救
わ
れ
る
、
と
い
う
考
え
方
を
逆
転
し
て
、
異
邦
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

が
先
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
後
と
考
え
る
に
至
っ
た
。
パ
ウ
ロ
は
回
心
し

て
か
ら
一
時
ア
ラ
ビ
ア
に
引
き
こ
も
っ
た
り
し
て
、
や
が
て
異
邦
人

へ
の
使
徒
と
し
て
活
躍
す
る
に
至
る
ま
で
に
は
十
数
年
と
い
う
長
い

期
間
が
あ
り
、
こ
の
間
に
彼
は
自
分
の
民
族
的
遺
産
、
旧
約
聖
書

（
ヘ
ブ
ル
語
本
文
や
ア
ラ
ム
語
訳
を
も
読
ん
だ
か
も
し
れ
な
い
が
、

　
　
　
　
　

主
と
し
て
X
）
、
旧
約
外
典
偽
典
を
含
む
、
初
期
ユ
ダ
ヤ
教
諸
文
献

　
　
　
　
L

に
、
丹
念
に
目
を
通
し
、
キ
リ
ス
ト
に
救
わ
れ
た
者
の
眼
を
通
し
、

新
た
に
示
さ
れ
た
福
音
の
光
に
照
ら
さ
れ
つ
つ
、
そ
れ
ら
を
再
検
討

し
、
そ
の
結
果
、
右
に
示
し
た
よ
う
な
逆
転
の
思
想
に
目
覚
め
た
の

で
あ
ろ
う
。

　
以
上
に
よ
り
、
新
約
聖
書
が
い
か
に
ヨ
ナ
書
の
逆
転
の
思
想
を
受

け
継
い
で
い
る
か
、
あ
る
い
は
新
約
聖
書
の
中
に
ヨ
ナ
書
の
逆
転
の

思
想
が
認
め
ら
れ
る
か
は
、
明
瞭
で
あ
ろ
う
。

四

　
新
約
聖
書
に
記
さ
れ
た
イ
エ
ス
自
身
の
言
葉
の
中
に
、
ヨ
ナ
あ
る

い
は
ヨ
ナ
の
徴
と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
こ
と
は
、
本
稿
冒
頭
で
示

し
た
。
興
味
深
い
の
は
、
マ
タ
イ
福
音
書
は
、
冒
頭
に
挙
げ
た
ル
カ

福
音
書
と
の
並
行
箇
所
に
加
え
て
、
一
六
4
で
「
悪
し
き
不
貞
な
世

は
、
徴
を
探
し
求
め
る
が
、
ヨ
ナ
の
徴
以
外
に
は
、
そ
れ
に
は
、
徴

は
与
え
ら
れ
な
い
」
と
、
再
び
ヨ
ナ
の
徴
に
言
及
し
、
さ
ら
に
一
六

17

は
、
イ
エ
ス
に
対
し
て
「
あ
な
た
は
、
生
け
る
神
の
子
キ
リ
ス

ト
で
す
」
と
最
初
の
キ
リ
ス
ト
告
白
を
し
た
ペ
テ
ロ
に
対
し
て
、
イ

エ
ス
が
「
バ
ル
ヨ
ナ
・
シ
モ
ン
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ペ
テ
ロ
の
添
い
名
（
副
名
）
と
し
て
の
バ
ル
ヨ
ナ
は
、
こ
の
箇
所
の

他
に
は
現
れ
な
い
。
バ
ル
は
「
息
子
」
と
い
う
意
味
の
ア
ラ
ム
語
な

の
で
、
バ
ル
ヨ
ナ
は
「
ヨ
ナ
の
子
（
息
子
）
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。

他
の
福
音
書
伝
承
で
は
、
ペ
テ
ロ
の
父
親
の
名
前
は
、
ヨ
ハ
ネ
と

な
っ
て
い
る
（
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
一
4
2
、
一
二
1
5
以
下
）
。
マ
タ
イ
福
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音
書
の
著
者
は
、
ヨ
ナ
の
徴
、
や
「
ヨ
ナ
よ
り
も
偉
大
な
も
の
が
こ

こ
に
い
る
」
と
い
う
言
葉
を
、
一
二
章
、
一
六
章
で
読
者
の
心
に
印

象
づ
け
た
後
で
、
こ
こ
に
至
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
告
白
を
し
た
シ
モ

ン
・
ペ
テ
ロ
は
ま
さ
に
ヨ
ナ
の
息
子
で
あ
る
、
ヨ
ナ
書
に
示
さ
れ
て

い
る
精
神
を
受
け
継
ぐ
者
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

と
る
の
が
目
然
で
無
理
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
ヨ
ナ
の
徴
と
い

う
言
葉
に
つ
い
て
は
、
イ
エ
ス
の
十
字
架
死
と
復
活
の
徴
、
悔
い
改

　
（
π
）

め
の
徴
、
等
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
実
は

む
し
ろ
、
逆
転
の
徴
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

五

　
ヨ
ナ
書
と
新
約
聖
書
と
の
関
連
は
、
以
上
に
尽
き
る
も
の
で
は
な

い
。
右
記
の
よ
う
に
、
ヨ
ナ
の
出
身
地
は
列
王
紀
下
一
四
章
で
は

「
ガ
テ
ヘ
ペ
ル
」
と
さ
れ
て
い
る
。
ガ
テ
ヘ
ペ
ル
は
、
ガ
リ
ラ
ヤ
地

方
の
村
で
、
イ
ェ
ス
の
出
身
地
ナ
ザ
レ
の
北
東
約
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
位
置
す
る
。
ガ
テ
ヘ
ペ
ル
の
出
身
者
で
あ
る
ヨ
ナ
が
、
ヨ
ナ
書
で

は
ヨ
ッ
。
ハ
に
行
き
、
そ
し
て
タ
ル
シ
シ
ヘ
と
向
か
う
。
こ
の
タ
ル
シ

シ
は
、
一
昔
前
ま
で
は
ス
ペ
イ
ン
の
港
町
の
名
前
で
あ
ろ
う
、
と
言

　
　
　
　
（
1
8
）

わ
れ
て
い
た
が
、
最
近
の
言
語
学
的
な
研
究
の
成
果
と
し
て
、
「
海
」

と
い
う
意
味
で
は
な
い
か
、
あ
る
い
は
海
を
指
す
の
で
は
な
い
か
、

　
　
　
　
（
田
）

と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
前
記
の
よ
う
に
、
　
一

世
紀
の
ユ
ダ
ヤ
人
歴
史
家
ヨ
セ
フ
ス
は
、
ヨ
ナ
書
に
出
て
く
る
タ
ル

シ
シ
は
、
キ
リ
キ
ア
の
タ
ル
ソ
ス
（
口
語
訳
聖
書
で
は
タ
ル
ソ
）
の

こ
と
で
あ
る
、
と
明
言
し
て
い
る
（
前
述
参
照
）
。
新
約
聖
書
に
、

そ
の
キ
リ
キ
ア
の
タ
ル
ソ
ス
出
身
者
が
一
人
だ
け
現
れ
る
。
言
う
ま

で
も
な
く
、
・
ハ
ウ
ロ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
よ
く
調
べ
て
み
る
と
、

。
ハ
ウ
ロ
が
タ
ル
ソ
ス
の
出
身
で
あ
る
こ
と
は
、
使
徒
行
伝
の
中
に
一

度
し
か
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
も
よ
う
や
く
二
二
3
に
至
っ
て
初

め
て
示
さ
れ
る
。
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
パ
ウ
ロ
は
そ
の
書
き
残
し
た

多
く
の
書
簡
の
中
で
、
た
だ
の
一
度
も
、
自
分
が
キ
リ
キ
ア
の
タ
ル

ソ
ス
の
出
身
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
て
い
な
い
・
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
自

分
が
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
こ
と
す
ら
、
全
く
言
及
し

て
い
な
い
。
そ
し
て
、
パ
ウ
ロ
を
理
解
す
る
上
で
、
彼
が
デ
ィ
ア
ス

ポ
ラ
の
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
と
か
、
か
な
り
深
く
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ

の
文
化
が
流
入
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
キ
リ
キ
ア
の
タ
ル
ソ
ス

の
市
民
で
あ
る
（
あ
っ
た
？
）
と
い
う
こ
と
は
、
大
き
な
意
味
を

持
っ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
パ
ウ
ロ
の
教
養
は
、
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ

（
エ
ル
サ
レ
ム
？
）
に
お
い
て
伝
統
的
な
パ
リ
サ
イ
派
的
な
教
育
を

受
け
た
一
人
の
教
養
豊
か
な
ユ
ダ
ヤ
人
、
熱
心
な
ユ
ダ
ヤ
教
徒
と
し

て
の
イ
メ
ー
ジ
を
超
え
る
も
の
で
は
な
い
。
当
時
、
エ
ル
サ
レ
ム
に
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お
い
て
も
、
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
文
化
全
般
に
関
す
る
か
な
り
高
度

の
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
ヨ
セ
フ
ス
の
例
か
ら
も

明
ら
か
で
あ
る
。
佐
竹
は
、
パ
ウ
ロ
が
「
特
別
深
く
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
文

化
の
素
養
を
身
に
つ
け
て
い
た
と
す
る
こ
と
は
、
適
切
で
は
な
い
」

（
五
七
頁
）
と
記
し
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
レ
イ
ア
の
フ
ィ
ロ
ン
の
例
を

挙
げ
て
、
パ
ゥ
ロ
が
フ
ィ
ロ
ン
ほ
ど
に
古
典
ギ
リ
シ
ア
文
化
や
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

ア
哲
学
に
対
す
る
造
詣
が
深
く
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

そ
こ
で
こ
れ
ま
で
の
論
議
を
踏
ま
え
て
想
像
す
る
に
、
ヨ
ナ
書
に
お

い
て
、
ガ
テ
ヘ
ペ
ル
か
ら
、
ヨ
ッ
。
ハ
ヘ
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
、
一
旦

は
タ
ル
ソ
ス
ヘ
向
か
い
、
し
か
し
結
局
タ
ル
ソ
ス
ヘ
は
行
か
ず
、
世

界
の
中
心
的
な
都
市
で
あ
る
ニ
ネ
ベ
に
達
す
る
、
と
い
う
構
造
が
、

か
な
り
早
い
時
期
に
、
初
期
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
間
で
、
意
識
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
福
音
書
に
お
い
て
、
「
ヨ
ナ
よ
り
も
偉
大
な
も
の
」
と
言
わ
れ
て

い
る
イ
エ
ス
の
出
身
地
は
、
ガ
テ
ヘ
ペ
ル
の
隣
村
ナ
ザ
レ
で
あ
り
、

ナ
ザ
レ
か
ら
福
音
が
始
ま
る
。
次
い
で
ヨ
ッ
パ
に
眼
を
と
め
る
と
、

ヨ
ッ
。
ハ
は
ペ
テ
ロ
（
バ
ル
ヨ
ナ
！
）
と
の
関
連
に
お
い
て
の
み
現
れ

る
（
使
徒
行
伝
九
3
6
－
4
3
、
　
】
0
5
、
8
、
2
2
、
3
2
、
　
一
一
5
、

1
3
）
。
使
徒
行
伝
｝
O
I
一
一
章
を
見
る
と
、
ペ
テ
ロ
を
中
心
と
し

て
、
異
邦
人
受
け
入
れ
の
準
備
が
整
い
（
こ
の
部
分
は
、
異
邦
人
に

対
す
る
態
度
・
姿
勢
に
お
い
て
、
ガ
ラ
テ
ヤ
書
二
1
1
1
1
4
の
パ
ウ
ロ

に
よ
る
ペ
テ
ロ
批
判
と
相
容
れ
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
）
、
一

二
章
で
は
、
ペ
テ
ロ
は
エ
ル
サ
レ
ム
で
の
投
獄
か
ら
（
天
使
に
よ
っ

て
）
奇
跡
的
に
救
い
出
さ
れ
、
ヨ
ハ
ネ
の
母
マ
リ
ア
の
家
を
訪
れ
た

後
、
「
外
へ
出
て
他
の
場
所
へ
行
っ
た
」
（
一
七
節
）
と
、
行
く
先
を

明
記
さ
れ
る
こ
と
な
く
謎
に
満
ち
た
表
現
で
、
舞
台
か
ら
姿
を
消
す

（
“
≦
一
浮
窪
粛
8
P
署
。
ω
o
。
o
。
い
）
。
使
徒
行
伝
一
五
6
で
ペ
テ
ロ
が

突
然
エ
ル
サ
レ
ム
会
議
に
登
場
す
る
の
は
、
い
か
に
も
唐
突
の
感
を

否
め
な
い
。
こ
の
よ
う
な
記
述
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
使
徒
行
伝

に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
う
人
物
が
、
ペ
テ
ロ
か
ら
パ
ウ
ロ
ヘ
と

交
代
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
九
l
1
3
0
、
一
一
3
0
、

一
二
2
5
に
お
け
る
・
ハ
ウ
ロ
（
サ
ウ
ロ
）
へ
の
言
及
は
、
こ
の
交
代
劇

へ
の
伏
線
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
一
三
章
か
ら
は
。
ハ
ウ
ロ
が
使
徒
行
伝

の
記
述
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
福
音
は

タ
ル
ソ
ス
の
人
パ
ウ
ロ
に
引
き
継
が
れ
、
。
ハ
ウ
ロ
に
担
わ
れ
て
、
ヨ

ナ
と
同
様
海
上
で
暴
風
に
見
舞
わ
れ
て
、
世
界
の
中
心
都
市
ロ
ー
マ

ヘ
と
至
る
。
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
パ
ウ
ロ
が
タ
ル
ソ
ス
で
福
音
の

伝
道
宣
教
に
従
事
し
た
こ
と
は
、
使
徒
行
伝
に
も
。
ハ
ウ
ロ
書
簡
に
も
、

全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
。
使
徒
行
伝
に
よ
れ
ば
、
パ
ウ
ロ
は
回
心
後

タ
ル
ソ
ス
ヘ
行
っ
て
い
る
（
九
3
0
。
　
｝
一
2
5
－
2
6
「
（
バ
ル
ナ
バ
は
）
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サ
ウ
ロ
を
探
し
に
タ
ル
ソ
ス
ヘ
出
か
け
て
行
き
、
そ
し
て
（
サ
ウ
ロ

を
）
見
つ
け
、
ア
ン
テ
ィ
オ
ケ
イ
ア
ヘ
連
れ
て
行
っ
た
」
参
照
。

O
勝
類
凶
浮
震
冒
讐
o
P
P
ω
卜
。
①
・
い
ず
れ
の
箇
所
で
も
タ
ル
ソ
ス
が
パ

ウ
ロ
の
故
郷
で
あ
る
こ
と
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
ガ
ラ
テ
ヤ

書
一
2
1
の
「
そ
れ
か
ら
私
は
シ
リ
ア
と
キ
リ
キ
ア
の
諸
地
域
へ
行
っ

た
」
参
照
。
こ
こ
で
も
キ
リ
キ
ア
が
彼
の
故
郷
で
あ
る
と
は
記
さ
れ

て
い
な
い
）
。
し
か
し
、
そ
こ
で
伝
道
活
動
を
し
た
と
は
、
　
一
言
も

書
か
れ
て
お
ら
ず
、
三
次
に
わ
た
る
地
中
海
伝
道
の
報
告
（
記
述
）

の
中
で
も
、
キ
リ
キ
ア
地
方
を
通
過
し
た
こ
と
が
一
回
だ
け
触
れ
ら

れ
て
い
る
の
み
で
（
一
五
4
1
「
そ
し
て
パ
ウ
ロ
は
、
諸
教
会
を
強
め

つ
つ
、
シ
リ
ア
と
キ
リ
キ
ア
を
通
り
抜
け
た
（
あ
る
い
は
、
巡
回
し

た
9
9
8
建
ミ
）
」
）
、
伝
道
の
基
地
ア
ン
テ
ィ
オ
ケ
イ
ア
に
近
い
の
，

に
、
タ
ル
ソ
ス
は
全
く
無
視
さ
れ
て
い
る
。
パ
ウ
ロ
の
故
郷
が
タ
ル

ソ
ス
で
あ
る
と
す
る
使
徒
行
伝
の
著
者
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
こ
れ

は
実
に
奇
妙
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
使
徒
行
伝
の
著
者
に

と
っ
て
は
、
ヨ
ッ
パ
か
ら
世
界
の
中
心
都
市
ロ
ー
マ
ヘ
と
福
音
が
広

が
り
到
達
す
る
過
程
で
、
タ
ル
ソ
ス
（
の
人
）
が
何
ら
か
の
重
要
な

役
割
を
果
た
す
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
も
ち
ろ
ん
、

筆
者
は
こ
の
点
に
つ
い
て
断
定
す
る
つ
も
り
は
な
い
し
、
そ
れ
は
証

明
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
い
ず
れ
に
せ
よ
、
新
約
聖

書
（
特
に
使
徒
行
伝
）
に
お
け
る
福
音
の
広
が
り
の
構
造
は
、
ヨ
ナ

書
に
お
け
る
神
の
ケ
ー
リ
ュ
グ
マ
の
広
が
り
の
構
造
と
、
。
ハ
レ
ラ
ル

で
あ
る
と
い
う
現
象
は
、
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　
最
後
に
、
右
に
挙
げ
た
福
音
書
の
引
用
文
の
内
、
マ
タ
イ
八
1
0
、

一一

1
1
1
6
と
ル
カ
一
五
1
0
を
除
い
て
、
す
べ
て
の
箇
所
が
い
わ
ゆ

る
Q
資
料
に
属
す
る
（
ル
カ
一
三
3
0
目
マ
タ
イ
ニ
0
1
6
、
ル
カ
一
四

16

24

マ
タ
イ
ニ
ニ
ー
1
1
4
、
ル
カ
一
五
4
1
7
H
マ
タ
イ
一
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

12

1
4
、
は
Q
資
料
に
属
す
る
可
能
性
が
あ
る
）
こ
と
は
、
き
わ
め

て
示
唆
的
で
あ
る
。
佐
藤
の
に
よ
れ
ば
「
イ
ス
ラ
エ
ル
ヘ
の
仮
借
な

い
断
罪
を
中
心
的
意
図
と
し
た
も
う
ひ
と
つ
の
編
集
層
（
編
集
C
）

…
…
が
、
こ
の
両
者
［
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
を
話
題
と
す
る
部
分
と
弟
子

派
遣
説
教
の
部
分
。
土
岐
註
］
を
包
括
す
る
形
で
広
が
っ
て
い
る
の

が
見
ら
れ
」
（
二
八
三
頁
）
、
「
全
体
的
編
集
と
思
わ
れ
る
層
（
編
集

C
）
の
関
心
も
イ
ス
ラ
エ
ル
断
罪
で
あ
る
」
（
二
九
二
頁
）
。
筆
者
は
、

Q
と
パ
ウ
ロ
と
の
間
に
何
ら
か
の
親
縁
関
係
が
存
在
し
た
の
で
は
な

　
　
　
　
　
（
2
2
）

い
か
と
想
像
す
る
。

　
初
期
ユ
ダ
ヤ
教
全
体
の
中
に
お
け
る
ヨ
ナ
（
書
）
の
位
置
付
け
、

あ
る
い
は
右
に
記
し
た
よ
う
な
逆
転
の
思
想
の
系
譜
を
た
ど
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

は
、
筆
者
の
次
の
課
題
で
あ
る
。
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付
記
日
本
稿
は
『
一
橋
論
叢
』
編
集
者
か
ら
の
要
請
に
応
え
て
十
数
日
で

ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
3
2
ヨ
雪
富
試
9
や
諸
研
究
者
と
の
対
話
に

お
い
て
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
ま
た
定
め
ら
れ
た
字
数
制
限
に
よ
り
議
論

や
説
明
に
万
全
を
期
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
、
遺
憾
に
思
う
。
読

者
諸
賢
の
ご
叱
正
を
願
う
こ
と
切
な
る
も
の
が
あ
る
。
な
お
本
稿
は
拙
論

「
イ
エ
ス
と
初
期
ユ
ダ
ヤ
教
　
　
黙
示
文
学
を
中
心
と
し
て
」
（
『
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
の
再
発
見
』
百
瀬
文
晃
編
、
中
央
出
版
、
　
一
九
九
四
年
七
月
）
　
一

三
－
四
四
頁
、
特
に
三
二
－
四
四
頁
を
増
補
改
訂
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

お
断
り
し
て
お
く
。

（
1
）
　
以
上
の
ほ
か
の
ヨ
ナ
書
解
釈
に
つ
い
て
は
、
国
ヨ
ヨ
①
冨
9
及

　
び
ζ
一
一
Φ
の
参
照
。

（
2
）
　
こ
の
点
、
池
田
訳
「
預
言
者
ア
ミ
タ
イ
の
息
子
ヨ
ナ
」
は
不
適

　
切
。

（
3
）
象
肉
ミ
ミ
霧
誉
母
ミ
鯵
釜
§
旨
職
§
§
織
G
§
§
ミ
黛
貸

　
（
Φ
P
φ
ζ
窃
8
y
＜
o
β
鳶
§
終
＞
ミ
鳶
ミ
融
塁
』
盛
ξ
r
国
■

　
閏
Φ
匡
ヨ
塁
，
（
［
①
置
①
賢
卑
出
一
る
8
。
）
も
，
“
。
■

（
4
）
　
ζ
一
一
8
も
ヨ
ナ
書
の
パ
ロ
デ
ィ
的
性
格
を
指
摘
す
る
が
、
列
王

　
紀
下
一
四
章
へ
の
パ
ロ
デ
ィ
と
は
解
し
て
い
な
い
。

（
5
）
　
エ
レ
ミ
ヤ
書
四
八
2
8
、
ナ
ホ
ム
書
二
7
に
基
づ
い
て
ヨ
ナ
を
イ

　
ス
ラ
エ
ル
の
象
徴
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
筆
者
に
は
説
得
的
と
は
思

　
え
な
い
。
O
h
国
ヨ
ヨ
o
田
O
⇒

（
6
）
　
「
ヘ
ブ
ル
人
」
と
い
う
ヨ
ナ
の
自
称
は
明
確
に
意
図
的
で
あ
る
。

　
「
（
ヨ
ナ
書
の
）
著
者
は
、
ま
さ
に
、
（
ヘ
ブ
ル
人
と
い
う
呼
称
が
）

　
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
よ
う
な
古
風
な
人
物
像
や
出
エ
ジ
プ
ト
記
の
神
を
連

　
想
さ
せ
る
故
に
、
ヨ
ナ
に
こ
の
呼
称
を
使
わ
せ
」
た
の
で
あ
り

　
（
頃
貰
く
Φ
郭
三
8
）
、
「
ヘ
ブ
ル
人
と
い
う
呼
称
は
慣
例
的
に
伝
統
主

　
義
や
保
守
主
義
と
結
び
付
け
ら
れ
て
」
お
り
、
「
古
風
な
雰
囲
気
を

　
持
ち
」
、
そ
れ
は
「
よ
い
ユ
ダ
ヤ
人
」
と
い
う
含
み
で
用
い
ら
れ
て

　
い
た
（
記
畦
＜
①
ざ
つ
ロ
犀
象
■
）
。

（
7
）
　
前
の
段
落
で
も
指
摘
し
た
よ
う
な
、
こ
れ
ら
の
ヨ
エ
ル
書
と
の

　
類
似
・
酷
似
は
単
な
る
偶
然
で
は
な
い
。
ヨ
ナ
書
は
ヨ
エ
ル
書
を
も

　
批
判
し
て
い
る
。

（
8
）
　
「
・
。
…
ヨ
ナ
の
心
の
中
に
イ
ス
ラ
エ
ル
人
以
外
の
異
邦
人
が
救

　
わ
れ
る
こ
と
を
拒
否
す
る
思
い
が
あ
っ
た
…
…
神
の
救
い
の
恵
は
イ

　
ス
ラ
エ
ル
に
限
ら
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
狭
い
選
民
意
識
、
エ
リ
ー
ト

　
意
識
が
ヨ
ナ
に
あ
っ
た
、
あ
る
い
は
ヨ
ナ
に
限
ら
ず
、
当
時
の
イ
ス

　
ラ
エ
ル
の
人
々
に
あ
っ
た
こ
と
が
そ
こ
に
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
」

　
（
久
野
・
一
三
二
頁
）
。
こ
こ
に
は
、
救
わ
れ
た
の
が
、
神
が
「
悪
の

　
枢
軸
」
と
み
な
し
た
異
邦
人
で
あ
る
、
と
い
う
点
へ
の
指
摘
が
欠
け

　
て
い
る
。

（
9
）
　
甑
で
始
ま
る
文
を
「
断
じ
て
…
…
な
い
」
と
訳
す
こ
と
に
つ
い

　
て
は
、
岩
隈
直
・
土
岐
健
治
『
新
約
聖
書
ギ
リ
シ
ア
語
講
文
法
』

　
（
二
〇
〇
二
年
、
キ
リ
ス
ト
教
図
書
出
版
社
）
三
一
六
頁
、
及
び
男
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≦
甲
U
雪
冨
『
（
お
く
一
の
a
帥
＆
o
α
詳
①
ユ
y
＞
孚
竃
ヤ
肉
諾
欺
怨
卜
簑
㌣

　
8
醤
o
駄
き
“
≧
↓
§
叙
o
ミ
箋
肉
ミ
電
O
ン
勢
織
§
卜
貸
ミ
ミ
貸
ミ

　
（
↓
7
Φ
q
巳
＜
①
邑
蔓
o
h
O
三
〇
帥
の
o
℃
コ
〇
三
8
凶
o
き
ロ
［
o
昌
α
o
P

　
ω
＆
’
a
面
0
8
）
も
曽
。
。
参
照

（
1
0
）
土
岐
・
九
一
－
九
五
頁
、
及
び
、
≦
、
P
O
①
三
8
窪
α
q
O
≧
・

　
一
一
の
o
p
↓
ぎ
0
8
鷺
h
§
8
ミ
暁
薦
3
の
象
ミ
ミ
ミ
ミ
鳴
睾
（
↓
俸
●
↓

　
Ω
貰
ざ
国
島
⇒
σ
日
讐
」
。
o
。
。
。
y
℃
ワ
霧
㌣
窪
。
参
照
。
「
眼
が
悪
い
」

　
を
Z
O
ミ
カ
①
＜
一
ω
O
α
ω
5
コ
匹
ゆ
三
く
R
甑
O
⇒
（
Z
勾
o
o
く
）
は
雪
＜
δ
5

　
と
、
力
Φ
＜
一
器
α
国
コ
o
q
一
凶
聾
聾
巨
①
（
閃
国
ω
）
は
一
Φ
巴
o
島
と
訳
し
、

　
ま
た
「
善
い
者
」
を
N
R
S
V
も
R
E
B
も
共
に
α
q
聲
o
『
o
島
と
訳

　
す
Q

　
　
　
　
　
　
X
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
X
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

（
1
1
）
　
こ
れ
は
皿
イ
ザ
ヤ
書
五
二
5
の
引
用
。
眠
は
B
H
S
の
ヘ
フ
ル

　
語
本
文
と
相
違
し
て
い
る
。

（
1
2
）
　
「
心
の
割
礼
」
は
す
で
に
申
命
記
一
〇
1
6
、
三
〇
6
に
明
記
さ

　
れ
、
旧
約
偽
典
「
ヨ
ベ
ル
書
」
一
2
3
で
も
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
罪
の
糾

　
弾
と
、
そ
こ
か
ら
の
立
ち
返
り
の
希
望
と
い
う
文
脈
の
中
で
、
明
言

　
さ
れ
て
い
る
。

（
1
3
）
　
こ
こ
で
は
ネ
ス
ト
レ
2
7
版
の
ハ
騨
魯
で
は
な
く
、
へ
崇
黛
8
と

　
い
う
読
み
を
採
用
し
た
。

（
1
4
）
　
U
仁
3
の
註
解
書
当
該
箇
所
参
照
。

（
匝
）
　
サ
ン
ダ
ー
ス
・
十
一
章
参
照
。

（
1
6
）
　
「
旧
約
新
約
聖
書
大
事
典
』
（
教
文
館
、
　
一
九
八
九
年
）
、
項
目

　
「
バ
ル
ヨ
ナ
」
に
お
い
て
、
山
我
哲
雄
は
、
何
の
根
拠
も
示
す
こ
と

　
な
く
「
ヨ
ナ
と
は
、
こ
の
［
ペ
テ
ロ
の
父
の
］
ヨ
ハ
ネ
の
別
名
も
し

　
く
は
短
縮
形
で
あ
ろ
う
」
と
記
し
て
い
る
。

（
1
7
）
　
『
旧
約
新
約
聖
書
大
事
典
』
、
項
目
「
ヨ
ナ
の
し
る
し
」
（
山
内

　
真
）
参
照
。
ク
ラ
ド
ッ
ク
は
「
マ
タ
イ
に
お
い
て
は
、
ヨ
ナ
が
三
日

　
三
晩
鯨
の
中
で
過
ご
し
た
こ
と
は
、
イ
エ
ス
の
死
と
復
活
の
し
る
し

　
な
の
で
あ
っ
た
…
…
し
か
し
、
ル
カ
に
お
い
て
は
、
ヨ
ナ
の
説
教
が

　
し
る
し
な
の
だ
」
（
二
六
二
頁
）
と
記
す
。
確
か
に
、
マ
タ
イ
一
二

　
4
0
に
は
「
ヨ
ナ
は
海
の
怪
魚
の
腹
の
中
に
、
三
日
三
晩
い
た
が
、
そ

　
の
よ
う
に
、
人
の
子
は
大
地
の
内
部
（
心
）
に
三
日
三
晩
い
る
で
あ

　
ろ
う
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
マ
タ
イ
に
お
け
る
ヨ
ナ
の

　
徴
は
「
イ
エ
ス
の
死
と
復
活
の
し
る
し
」
で
あ
る
と
言
う
こ
と
は
、

　
そ
れ
で
は
な
ぜ
「
ヨ
ナ
」
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う

　
疑
問
に
答
え
ら
れ
な
い
。
ツ
ェ
ラ
ー
は
、
ヨ
ナ
の
徴
が
「
審
判
を
意

　
味
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」
（
二
六
ー
七
頁
）
と
記
し
、

　
推
論
と
断
っ
た
上
で
、
「
Q
に
と
っ
て
の
人
の
子
と
し
て
の
イ
エ
ス

　
の
到
来
は
、
ニ
ネ
ベ
で
の
ヨ
ナ
の
登
場
と
同
じ
く
ら
い
矛
盾
に
満
ち

　
た
仕
方
、
つ
ま
り
死
か
ら
の
奇
跡
的
救
出
に
よ
っ
て
起
こ
る
。
そ
の

　
際
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
し
て
正
確
に
思
い
浮
か
べ
ら
れ
た
か
に
つ
い

　
て
は
未
解
決
の
ま
ま
で
あ
る
」
（
一
一
八
頁
）
と
率
直
に
述
べ
て
い

　
る
。
国
α
毛
曽
α
P
℃
マ
呂
象
は
、
ル
カ
に
お
い
て
は
、
ヨ
ナ
と
の
比

　
較
は
、
全
面
的
に
、
地
上
に
お
け
る
人
の
子
の
活
動
を
強
調
し
て
お
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（37）　ヨナ書一新約聖書と旧約聖書を結ぶもの

　
り
、
マ
タ
イ
に
お
い
て
は
、
ヨ
ナ
の
徴
は
、
人
の
子
の
受
難
と
降
下

　
の
徴
で
あ
り
、
マ
タ
イ
の
編
集
の
背
景
に
は
、
成
熟
し
た
復
活
伝
承

　
か
存
在
す
る
、
と
す
る
が
、
ヨ
ナ
書
の
研
究
が
国
α
≦
胃
島
に
は
欠

　
け
て
い
る
。
そ
の
他
の
諸
家
の
説
に
つ
い
て
は
、
国
α
≦
畦
α
碧

　
切
o
畠
も
巳
。
3
1
。
o
。
勇
虫
3
。
一
σ
R
α
Q
も
O
曽
㎝
1
詰
o
。
参
照
。

（
B
）
　
『
旧
約
新
約
聖
書
大
事
典
』
、
項
目
「
タ
ル
シ
シ
」
参
照
。

（
1
9
）
　
O
い
o
o
ε
胃
倉
℃
P
臨
象
タ
ル
グ
ム
。
ヨ
ナ
タ
ン
で
は
タ
ル
シ

　
シ
は
「
海
」
（
Z
O
」
）
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
＞
’
の
冨
3
璽
8
詳
史
－

　
ミ
ミ
醤
』
鳶
§
蕊
9
ぎ
琵
臼
ミ
ト
ミ
辱
等
8
ン
禽
の
§
8
ミ
き
頓
＆

　
爵
奪
§
、
§
ミ
ぎ
§
（
9
こ
o
舅
甲
一
一
一
」
8
卜
。
y
O
蕊
9
0
h
ω
器
臼

　
ω
o
P
℃
P
刈
Q
o
n

（
2
0
）
　
佐
竹
に
よ
れ
ば
、
「
彼
が
エ
ル
サ
レ
ム
で
律
法
教
育
を
受
け
た

　
と
す
る
説
は
十
分
説
得
的
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
」
（
五
九
頁
）
。

（
2
1
）
　
佐
藤
ω
三
五
頁
及
び
佐
藤
⑭
二
九
六
－
七
頁
の
表
に
よ
る
。

　
も
っ
と
も
筆
者
の
尊
敬
す
る
E
・
P
・
サ
ン
ダ
ー
ス
（
デ
ュ
ー
ク
大

　
学
教
授
）
は
Q
資
料
（
文
書
）
の
存
在
を
否
定
す
る
（
筆
者
と
の
会

　
話
に
よ
る
）
。

（
2
2
）
　
↓
9
ぎ
拝
巳
8
に
よ
れ
ば
、
　
一
酵
『
ヨ
塁
口
は
Q
資
料
に
現

　
れ
る
「
こ
の
世
」
は
全
イ
ス
ラ
エ
ル
を
指
す
用
語
で
あ
り
、
Q
集
団

　
の
論
敵
は
ユ
ダ
ヤ
民
族
全
体
で
あ
る
と
解
す
る
が
、
↓
盲
ざ
菖
自
身

　
は
、
確
か
に
Q
集
団
の
論
敵
は
第
一
義
的
に
は
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
が
、

　
「
こ
の
世
」
は
、
Q
集
団
の
宣
教
に
応
答
し
な
い
現
在
の
ユ
ダ
ヤ
人

　
で
、
過
去
に
ま
で
遡
っ
て
全
イ
ス
ラ
エ
ル
を
指
す
も
の
で
は
な
く

　
（
薯
曽
ヌ
）
、
Q
集
団
は
、
隣
人
た
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
社
会
的
宗
教
的

　
生
き
方
か
ら
自
分
た
ち
自
身
を
分
離
さ
せ
よ
う
と
は
し
て
お
ら
ず
、

　
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
す
る
救
い
の
希
望
を
あ
き
ら
め
て
は
い
な
か
っ
た

　
（
℃
P
お
県
）
、
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
ヨ
ナ
書
や
パ

　
ウ
ロ
の
考
え
方
に
共
通
す
る
。

（
2
3
）
　
筆
者
は
、
ユ
ダ
ヤ
民
族
が
他
民
族
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
と

　
ら
え
て
い
た
か
と
い
う
問
題
を
、
B
o
8
9
巴
の
ヨ
と
ヨ
9
0
『
賃
鴫

　
及
び
琶
守
震
器
房
日
と
冨
三
8
富
房
ヨ
の
問
題
に
関
連
さ
せ
つ

　
つ
、
旧
約
聖
書
の
後
期
の
文
書
か
ら
フ
ィ
ロ
ン
、
ヨ
セ
フ
ス
に
至
る

　
ユ
ダ
ヤ
教
文
献
の
一
部
を
資
料
と
し
て
概
観
し
、
「
一
神
教
と
人
類

　
意
識
　
　
ユ
ダ
ヤ
教
の
場
合
」
（
「
中
近
東
文
化
セ
ン
タ
ー
研
究
会
報

　
告
』
五
号
、
一
九
八
四
年
、
一
－
一
二
頁
）
に
ま
と
め
、
ま
た
、
同

　
様
の
問
題
意
識
か
ら
、
旧
約
聖
書
外
典
偽
典
の
内
容
を
概
観
し
、

　
「
旧
約
聖
書
外
典
偽
典
の
語
る
も
の
」
（
「
理
想
』
六
一
九
号
、
　
一
九

　
八
四
年
一
二
月
、
｝
四
三
ー
一
五
五
頁
）
と
し
て
公
刊
し
た
。
さ
し

　
あ
た
り
、
こ
れ
ら
を
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。
神
が
ユ
ダ

　
ヤ
民
族
（
エ
ル
サ
レ
ム
神
殿
）
を
捨
て
て
、
ロ
ー
マ
人
の
側
に
立
っ

　
て
い
る
、
と
い
う
ヨ
セ
フ
ス
の
歴
史
解
釈
を
参
照
（
「
ユ
ダ
ヤ
戦
記
』

　
三
。
三
五
四
、
五
・
三
六
七
、
五
・
四
〇
八
－
四
一
二
等
）
。
ロ
ヨ
ー

9
茜
の
＞
8
①
＆
臭
は
旧
約
外
典
偽
典
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
イ
ス
ラ
ム

教
、
宗
教
改
革
者
な
ど
に
お
け
る
ヨ
ナ
（
書
）
理
解
に
つ
い
て
簡
に
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し
て
要
を
得
た
記
述
が
見
出
さ
れ
る
。

　
参
考
文
献
・
略
号
表

　
日
本
語
文
献

池
田
一
池
田
裕
『
旧
約
聖
書
W
、
列
王
記
』
（
岩
波
書
店
、
　
一
九
九
九

　
　
　
年
）

小
河
一
小
河
陽
「
マ
タ
イ
福
音
書
神
学
の
研
究
』
（
教
文
館
、
　
一
九
八

　
　
　
四
年
）

木
田
一
木
田
献
一
「
総
説
旧
約
聖
書
』
（
石
田
友
雄
、
西
村
俊
明
、
木

　
　
　
田
献
一
、
野
本
真
也
、
左
近
淑
著
、
日
本
基
督
教
団
出
版
局
、

　
　
　
一
九
八
四
年
）
、
四
一
九
頁
。

久
能
一
久
能
牧
『
あ
な
た
の
怒
り
は
正
し
い
か
。
ヨ
ナ
書
講
解
説
教
』

　
　
　
（
一
麦
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）

ク
ラ
ド
ッ
ク
日
F
・
B
・
ク
ラ
ド
ッ
ク
『
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
』
（
宮

　
　
　
本
あ
か
り
訳
、
日
本
基
督
教
団
出
版
局
、
一
九
九
七
年
）

佐
竹
一
佐
竹
明
「
使
徒
パ
ウ
ロ
』
（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
　
一
九
八
一

　
　
　
年
。
筆
者
は
一
九
八
三
年
の
第
五
刷
を
使
用
）

佐
藤
ω
”
佐
藤
研
「
イ
エ
ス
の
語
録
資
料
（
Q
資
料
）
と
預
言
者
の
伝

　
　
　
統
－
旧
約
か
ら
新
約
へ
？
」
『
教
養
学
科
紀
要
』
（
東
京
大
学

　
　
　
教
養
学
部
教
養
学
科
、
第
一
九
号
、
一
九
八
六
年
）

佐
藤
⑭
一
佐
藤
研
「
Q
文
書
」
（
木
幡
藤
子
・
青
野
太
潮
編
『
現
代
聖

　
　
　
書
講
座
、
第
2
巻
、
聖
書
学
の
方
法
と
課
題
』
、
日
本
基
督
教

　
　
　
団
出
版
局
、
一
九
九
六
年
、
二
七
六
ー
二
九
七
頁
）

サ
ン
ダ
ー
ス
一
E
・
P
・
サ
ン
ダ
ー
ス
「
パ
ウ
ロ
』
（
土
岐
健
治
・
太

　
　
　
田
修
司
訳
、
教
文
館
、
二
〇
〇
二
年
。
本
書
は
一
九
九
四
年
版

　
　
　
の
同
タ
イ
ト
ル
の
全
面
改
訂
版
）

ω
①
風
器
＋
西
村
一
言
ω
魯
ぢ
〇
＋
西
村
俊
昭
「
旧
約
新
約
聖
書
大
事
典
』

　
　
　
（
教
文
館
、
一
九
八
九
年
）
、
項
目
「
ヨ
ナ
書
」
一
二
五
〇
1
一

　
　
　
二
五
一
頁
。

鈴
木
一
鈴
木
佳
秀
『
旧
約
聖
書
X
、
十
二
小
預
言
書
』
（
岩
波
書
店
、

　
　
　
一
九
九
九
年
）

ツ
ェ
ラ
ー
口
D
・
ツ
ェ
ラ
ー
、
今
井
誠
二
訳
「
Q
資
料
注
解
』
（
教
文

　
　
　
館
、
二
〇
〇
〇
年
）

土
岐
一
土
岐
健
治
「
初
期
ユ
ダ
ヤ
教
と
聖
書
』
（
日
本
基
督
教
団
出
版

　
　
　
局
、
　
一
九
九
四
年
）

西
村
”
西
村
俊
昭
「
ヨ
ナ
書
注
解
』
（
日
本
基
督
教
団
出
版
局
、
　
一
九

　
　
　
七
五
年
）

山
我
”
山
我
哲
雄
「
聖
書
時
代
史
。
旧
約
篇
』
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇

　
　
　
三
年
）

　
外
国
語
文
献

切
①
震
9
，
名
』
8
轟
↓
ぎ
9
魯
＆
§
ら
ミ
竪
鑓
き
ミ
息
き
o
婁
（
里
ゆ
－

　
o
屏
毛
①
一
一
い
O
風
o
a
」
O
o
。
一
）
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（39）　ヨナ書一新約聖書と旧約聖書を結ぶもの

ω
＝
ω
民
臼
票
一
α
q
震
Φ
け
≦
、
力
且
o
言
げ
卑
舞
（
a
の
，
y
山
§
討
蚕
鳴
－

　
　
守
ミ
R
曽
ミ
餐
註
§
籔
鼻
（
U
。
三
。
。
9
①
ω
び
Φ
一
雪
一
ヰ
巨
舶
蜂
三
一
－

　
　
α
Q
冑
一
」
。
ミ
y
十
二
小
預
言
者
の
部
分
の
校
訂
者
は
界
田
碍
震
。

閃
O
O
『
”
∪
9
『
吋
Φ
一
一
　
い
’
閃
O
O
胃
響
卜
貸
沁
恥
』
、
．
賊
1
も
●
。
軌
9
　
い
黛
神
鳴
㎏
』
軌
～
ー
“
D
職
，
．

　
　
踏
（
ω
躊
段
団
o
o
誘
6
超
呂
ヵ
砦
匡
。
。
」
。
。
倉
一
8
。
）

閃
〇
一
貫
円
7
0
簿
霧
ζ
●
㌔
鳶
鼠
o
§
貸
塁
o
ミ
き
嘩
o
§
錺
鯵
§
o
o
コ
o
簿

　
　
o
、
』
o
蓉
｝
尋
画
蓉
ミ
ミ
R
■
（
ω
箒
臼
Φ
匡
＞
8
q
①
3
凶
。
マ
窃
。
n
冒

　
　
一
。
。
刈
）

卑
o
名
鼻
≦
自
四
ヨ
勺
‘
9
＆
帖
§
嚇
ミ
ミ
鷺
ミ
ミ
§
ミ
，
（
≦
。
。
。
雪
一
⇒
－

　
　
ω
一
〇
こ
o
ぎ
国
昌
o
図
一
［
o
島
≦
＝
o
一
一
〇
8
）

0
7
0
チ
ω
目
o
員
臼
言
曽
讐
9
、
0
3
§
智
8
§
＆
塁
蔑
，
（
≧
ヨ
閃
≦
。
。
け

　
　
帥
名
篤
ω
Φ
質
一
⇒
8
『
昌
韓
凶
O
コ
巴
”
ω
辞
O
O
置
『
O
一
旨
，
一
〇
〇
㎝
）

9
巴
α
q
民
Φ
ぎ
①
夢
零
9
巴
o
q
」
『
‘
＞
、
o
§
8
9
』
§
§
■
＞
註
欝

　
　
導
鳴
留
ミ
S
o
、
畿
8
』
o
撃
N
＆
区
，
（
ζ
震
8
『
C
，
－
■
”
ζ
・
8
p

　
　
一
〇
〇
〇
）

O
ニ
コ
R
旨
∪
。
Φ
O
ζ
昌
P
笥
o
ミ
“
蕾
～
1
釦
肉
o
ミ
9
蕾
㎏
∴
9
≦
o
a

　
　
田
匹
。
巴
O
o
ヨ
ヨ
窪
富
q
ω
o
。
＞
、
ω
o
。
印
（
類
o
巳
切
o
o
冨
H
O
巴
一
帥
9

　
　
お
o
。
o
。
）

匿
類
ゆ
巳
ω
勇
一
〇
訂
＆
＞
，
臣
≦
曽
房
、
§
Q
盟
讐
o
、
』
§
黛
》
き
導
鳴

　
　
§
8
ご
讐
o
『
ミ
鳴
寒
§
窓
§
財
§
“
◎
（
ω
O
ζ
”
じ
o
区
o
p

　
　
一
〇
刈
一
）

国
ヨ
昌
Φ
誘
O
宍
O
田
8
【
国
ヨ
ヨ
①
お
O
戸
胃
鼠
O
一
〇
酬
．
ぢ
昌
四
げ
、
．
ヨ
刀
■
旧

　
　
O
o
ひ
Q
α
Q
ぎ
。
。
m
註
旨
『
＝
〇
三
〇
零
（
巴
ω
■
）
』
ミ
ミ
o
ミ
倦
黒
窯
ミ
帖
－

　
　
。
ミ
、
§
恥
越
ミ
ミ
帖
§
（
ω
O
ζ
い
［
o
邑
o
戸
一
8
。
）
も
唱
，
G
。
忠
い

霊
欝
ヨ
冷
門
」
■
＞
‘
§
Q
』
g
。
づ
。
、
弊
ぎ
』
智
裟
o
ω
■
↓
ぎ
＞
昌
o
ぎ
『
国
－

　
　
σ
一
Φ
＜
o
圏
■
ω
ピ
（
O
o
＆
一
a
亀
旨
睾
＜
o
詩
g
。
‘
一
。
S
）

霊
訂
∋
冨
『
し
■
＞
‘
肉
o
ミ
§
ω
讐
’
↓
幕
＞
5
9
0
『
田
σ
岡
。
＜
o
一
。
ω
ω
，
（
U
o
仁
－

　
　
σ
一
Φ
α
亀
2
①
≦
刈
o
詩
Φ
齢
P
一
。
8
）

9
Φ
雰
こ
o
o
一
切
‘
臼
詳
9
魯
匙
蔓
い
§
郵
（
国
。
鼠
ヨ
帥
拐
る
『
き
α

　
　
菊
曽
口
房
一
一
8
刈
）

田
震
く
Φ
質
O
冨
ぎ
ヨ
頃
貰
く
Φ
ざ
↓
言
↓
ミ
恥
』
。
。
ミ
象
q
。
。
8
0
、
S
鳴

　
　
≧
黛
§
湧
誉
ミ
震
＆
ミ
ミ
§
亀
♂
ミ
＆
き
』
§
帆
§
ζ
Q
ミ
傍
｝
§
風
肉
ミ
ー

　
　
セ
9
註
旨
§
史
§
ミ
ミ
蝉
（
卑
旨
”
［
o
こ
雪
』
8
併
o
p
8
0
一
）

匿
①
『
繭
ヨ
①
の
二
〈
一
9
誉
＞
9
§
黛
悪
§
。
。
帖
竃
輿
い
§
o
ご
讐
。
ミ
象
o
－

　
　
畿
o
蓉
這
9
～
ミ
鴫
Q
黛
§
卜
§
撃
品
⑩
誉
『
ざ
鼠
箋
吻
。
、
肉
轟
畿
的
費

　
　
（
ζ
8
昆
＝
壁
ゑ
①
毛
嘱
o
暑
一
。
。
。
刈
）

困
0
8
①
3
R
閃
」
o
言
ω
‘
O
b
ミ
ミ
ミ
⇔
■
（
℃
o
一
Φ
げ
ユ
凝
9
ω
2
0
ヨ
鉾

　
　
9
一
鳳
0
3
一
僧
一
。
o
。
o
。
）

『
O
o
。
2
9
＞
呂
話
睾
α
匿
8
8
器
曽
霊
Φ
畦
①
1
国
ヨ
ヨ
帥
…
①
一
響
』
o
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

　
　
醤
§
●
』
雰
旨
ぎ
1
誉
畿
讐
ミ
。
り
』
思
き
§
ミ
ミ
書
等
。
喜
恥
卜
（
d
巳
－

　
　
＜
①
邑
蔓
o
隔
ω
2
9
0
貰
o
一
一
髭
℃
『
。
6
0
ε
ヨ
巨
p
一
8
。
）

［
目
げ
ξ
ひ
Q
こ
節
ヨ
①
。
。
ピ
■
［
冒
げ
霞
の
弘
§
§
、
（
毛
。
の
5
言
の
罵
＼
｝
o
算

　
　
国
8
0
×
一
［
〇
三
ω
＜
凶
＝
o
」
8
ω
）

い
長
一
勾
呂
眞
9
む
蓉
等
O
喜
魁
畿
§
の
魯
§
〉
寄
§
織
題
ミ
お
へ
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